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令和４年（2022）

月10
健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

特集：地域医療 ～高梁の現在地～特集：地域医療 ～高梁の現在地～
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容

●特集：地域医療～高梁の現在地～（Ｐ２～）●特集：地域医療～高梁の現在地～（Ｐ２～）
●新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ（Ｐ15）●新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ（Ｐ15）
●休日当番医、税金の納期限など（Ｐ 29）●休日当番医、税金の納期限など（Ｐ 29）
●市民のページ（Ｐ 34～）●市民のページ（Ｐ 34～）

　成羽町で家族に囲まれて楽しく暮らす　成羽町で家族に囲まれて楽しく暮らす別別
べっべっ

所所
しょしょ

悠悠
ゆゆ

紀紀
きき

子子
ここ

さん。大きな病気を経験し、病院にかかりながさん。大きな病気を経験し、病院にかかりなが
らも、未来への不安はないといいます。今月号のらも、未来への不安はないといいます。今月号の
特集は高梁市の地域医療についてです。特集は高梁市の地域医療についてです。



　　
近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高

い
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
市
民
一
人
一
人

が
地
域
の
医
療
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

は
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
医
療
の
問
題
を
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
要
素
の
一
つ
と

位
置
づ
け
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年
５

月
に
市
町
村
で
は
珍
し
い
独
自
の
「
高

梁
市
医
療
計
画
」
を
策
定
し
、
医
療
機

関
や
教
育
機
関
な
ど
多
く
の
関
係
者
と

と
も
に
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
月
号
で
は
、
質
の
高
い
医
療
体
制

を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
こ
れ
ま
で
に

取
り
組
ん
で
き
た
内
容
の
一
部
を
紹
介

し
、
地
域
医
療
に
お
け
る
「
高
梁
の
現

在
地
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
地
域
医
療
連
携
課
☎
21
‐
０
３
０
４
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下
谷
町
で
生
ま
れ
、
現
在
は
成
羽
町

成
羽
で
暮
ら
す
別べ
っ

所し
ょ

悠ゆ

紀き

子こ

さ
ん
。
現

在
83
歳
の
別
所
さ
ん
は
、
地
域
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
近
く
に
住

む
３
人
の
お
子
さ
ん
や
５
人
の
お
孫
さ

ん
に
囲
ま
れ
て
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
高
梁
で

住
み
慣
れ
た
高
梁
で

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

　
「
７
年
前
に
受
け
た
検
診
で
初
期
の

が
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
幸
い
発
見

が
早
か
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
市
内
の
病

院
で
摘
出
手
術
を
受
け
、
今
も
再
発
は

な
く
元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
思
い

が
け
な
い
病
気
で
戸
惑
い
を
覚
え
た
け

れ
ど
、
自
宅
近
く
の
病
院
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
安
心
し
て
治
療
に
臨
め
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
時
お
世
話
に
な
っ
た

か
か
り
つ
け
医
か
ら
『
症
状
が
な
く
て

も
定
期
的
に
診
て
も
ら
っ
て
、
事
前
に

防
ぐ
こ
と
が
大
切
』
と
い
う
ア
ド
バ
イ

検
診
で
見
つ
か
っ
た

検
診
で
見
つ
か
っ
た

思
い
が
け
な
い
病
気

思
い
が
け
な
い
病
気

4Ｒ4 (2022) 10 月



" 住み慣れた高
ま

梁
ち

で

俳句や童謡など多趣味な別所
さん（写真中央）。この日は、
毎月通っているコーラスグ
ループの練習に参加し、友人
と楽しい時間を過ごしました。

ス
を
も
ら
い
、
毎
年
検
診
を
受
け
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
年
を

重
ね
る
中
で
、
ま
た
病
気
や
け
が
を
す

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
身
近
に
医

療
機
関
や
信
頼
で
き
る
お
医
者
さ
ん
が

い
る
の
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
ま

す
」

いつまでも "
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「
高
校
２
年
時
に
腎
臓
病
を
患
わ
ず
ら

い
、

そ
の
と
き
に
お
世
話
に
な
っ
た
看
護
師

さ
ん
が
き
っ
か
け
で
看
護
の
道
を
選
び

ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
県
外
の
看
護

学
校
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
入
学
早
々

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

が
始
ま
り
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
ず
、
生

活
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
助
け
て
く
れ
た

コ
ロ
ナ
禍
で
助
け
て
く
れ
た

奨
学
金

奨
学
金

　
「
私
の
地
元
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、

以
前
か
ら
日
本
の
団
体
な
ど
に
よ
る

多
く
の
支
援
を
受
け
て
い
て
、
私
は

高
梁
市
の
団
体
な
ど
が
設
立
し
て
く

れ
た
小
学
校
や
医
療
機
関
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
に
は
、
支

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
し
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
支
援
し
て

く
れ
た
高
梁
に
恩
返
し
を

く
れ
た
高
梁
に
恩
返
し
を

援
し
て
く
れ
た
高
梁
市
の
医
療
従
事

者
の
方
の
紹
介
が
き
っ
か
け
で
、
吉

備
国
際
大
学
看
護
学
科
に
入
学
し
ま

し
た
。
現
在
は
看
護
の
勉
強
を
し

な
が
ら
、
市
内
の
病
院
で
看
護
助
手

と
し
て
働
き
、
優
し
い
患
者
さ
ん
や

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
か
ら
毎
日
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
市

内
の
医
療
機
関
で
看
護
師
と
し
て
働

き
、
お
世
話
に
な
っ
た
高
梁
市
に
少

し
で
も
恩
返
し
が
で
き
た
ら
嬉
し
い

で
す
」

高
梁
中
央
病
院　

高
梁
中
央
病
院　

三三みみ

上上か
み
か
み

愛愛ああ

美美みみ

さ
ん
さ
ん

吉
備
国
際
大
学
２
年

吉
備
国
際
大
学
２
年

プ
ロ
ン

プ
ロ
ン  

ペ
ン
さ
ん

ペ
ン
さ
ん

未来の地域医療 を担う未来の地域医療 を担う
若き医療 従事者たち若き医療 従事者たち
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「
小
学
生
の
と
き
に
お
世
話
に
な
っ

た
男
性
看
護
師
に
憧
れ
た
こ
と
が
看
護

師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
で
す
。
高
梁

高
校
の
『
地
域
学
習
』（
10
ペ
ー
ジ
）で

は
地
域
医
療
に
つ
い
て
学
び
、
看
護
の

道
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
は
吉
備
国
際
大
学
看

護
学
科
に
進
学
し
、
看
護
実
習
で
は
患

者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応

が
で
き
た
と
き
に
看
護
師
と
し
て
の
や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
か
子

ど
も
た
ち
が
自
分
を
見
て
、『
あ
の
看

護
師
み
た
い
に
な
り
た
い
！
』
と
目
指

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
も
っ
と

経
験
を
積
ん
で
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
」 子

ど
も
の
頃
に
見
た
男
性

子
ど
も
の
頃
に
見
た
男
性

看
護
師
は
格
好
良
か
っ
た

看
護
師
は
格
好
良
か
っ
た

吉
備
国
際
大
学
４
年

吉
備
国
際
大
学
４
年

孝孝こ
う
こ
う

本本も
と
も
と

拓拓た
く
た
く

弥弥やや

さ
ん
さ
ん

未来の地域医療 を担う未来の地域医療 を担う

高
梁
市
の
奨
学
金
制
度（
11
ペ
ー
ジ
）も

あ
り
、
学
業
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
春
か
ら
高
梁
中
央
病
院
で

看
護
師
と
し
て
働
き
、
日
々
地
域
の

方
々
の
温
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
っ
と
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ

た
看
護
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
」

若き医療 従事者たち若き医療 従事者たち

7 Ｒ4 (2022) 10 月



～持続可能な地域医療体制を目指して～～持続可能な地域医療体制を目指して～

まちの医療を守る　高梁市医療計画まちの医療を守る　高梁市医療計画

・市内医療資源の最適な配分に向けた医療機関との連携強化

・医療提供体制の充実に向けた新たな政策的対応の検討

・市外医療機関との連携

　ドクターカーは救急外来と同じような処置ができる機材を搭載し、

医師や看護師が乗り込んで出動します。コンビニエンスストアの駐車

場などで傷病者を搬送している救急車と合流し、搬送先の病院に到着

するまで車内で救急診療を行うことができます。市では、令和３年

12月に倉敷中央病院と高梁消防署の間でドクターカーを活用した外

傷者の救急搬送の運用を開始しました。

住民の医療需要が変化しても住民の医療需要が変化しても
適切な医療が受けられること適切な医療が受けられること

・医療従事者の労働環境改善、育成機会の創出など

・医療従事者間のコミュニケーション改善

・医療従事者の確保

医療従事者が誇りを持って働ける医療従事者が誇りを持って働ける
持続可能な地域医療持続可能な地域医療

・�周産期や小児医療に関する不安解消に向けた出産

や子育てサポート体制の充実

子どもを産み育てやすいまちを目指した子どもを産み育てやすいまちを目指した
出産・子育てサポート体制の整備出産・子育てサポート体制の整備

・�地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の

関与強化

・住民目線に立った説明の強化

地域での自立した生活に寄り添う地域での自立した生活に寄り添う
基盤の整備基盤の整備

高梁市医療計画とは高梁市医療計画とは
　本来医療施策は国や県が主導するものですが、本市では人口減少や高齢化が急速に進行していることや、同

じ市内でも地域によって医療機関へのアクセスのしやすさや高齢化の進み具合などの実情が異なっているこ
とから、より地域の現状に沿った医療を提供するために、市民や医療従事者へのアンケートや統計情報
などから現状を分析し、平成 30（2018）年５月に市独自の「高梁市医療計画」を策定しました。

医療計画が目指す地域医療の姿医療計画が目指す地域医療の姿

　「地域医療はまちづくり」を基本理念に、次の４つの基本方針を掲げています。それらの基本方針に基づく取
り組みは、「地域医療の高梁モデル構築に向けた100の検討とアクション」として関係機関と協力し進めています。

１１
基本方針基本方針

２２
基本方針基本方針

３３
基本方針基本方針

４４
基本方針基本方針

ドクターカーによる救急搬送ドクターカーによる救急搬送

倉敷中央病院のドクターカー
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特集：地域医療　～高梁の現在地～

※令和４年９月末現在※令和４年９月末現在

住民の医療需要が変化しても適切な医療が受けられること住民の医療需要が変化しても適切な医療が受けられること

　県内の高度急性期を担っており、多くの市民がかかっ
ている３つの中核病院（岡山大学病院、倉敷中央病院、

川崎学園）と、地域医療連携の確立、人材育成・交流、

円滑な入退院支援などを目指して、令和２年度に包括連

携協定を締結しました。

　市民へのアンケートで、「市内の医療で充実させるべきだと思うもの」を尋ねたところ、全年代で「日
常的な医療」、「初期救急医療」、「二次救急医療」との回答が多くあり、市内の医療提供体制を不安視
している人が多いことが分かりました。こうした不安を解消できるように、市内の病院同士や市外病
院との連携強化、医療体制の充実などに取り組んでいます。

診療所診療所……2222 件件

（民間 10、公立 12）（民間 10、公立 12）

１１
基本方針基本方針

市内の４病院の役割分担市内の４病院の役割分担

・�市内の４病院ではそれぞれの特徴を生かして医療を提供し、疾患に応じて患者の紹介を相互に行っています。�・�市内の４病院ではそれぞれの特徴を生かして医療を提供し、疾患に応じて患者の紹介を相互に行っています。�

また、診療所からの紹介も積極的に受け入れています。また、診療所からの紹介も積極的に受け入れています。

・入院治療後の患者が、医療を受けながらスムーズに在宅生活に戻れるように診療所と連携しています。・入院治療後の患者が、医療を受けながらスムーズに在宅生活に戻れるように診療所と連携しています。

・�市内医療機関で連携して市内の医療提供体制を整備するとともに、市外医療機関との連携も強化します。・�市内医療機関で連携して市内の医療提供体制を整備するとともに、市外医療機関との連携も強化します。

市内の医療機関数市内の医療機関数

病院病院……４４件件

（民間３、公立１）（民間３、公立１）

市外医療機関との連携を強める取り組み市外医療機関との連携を強める取り組み

市外医療機関との包括連携協定市外医療機関との包括連携協定

市の医療提供体制市の医療提供体制

　市には 26の医療機関があり、大きく分けると西部地域は公立医療機
関、東部地域は民間医療機関により医療提供体制を維持しています。

　日常的な医療を提供している医療機関のうち、診療所では主に地域

で日常的な外来診療や在宅医療を受けることができ、病院では日常的

な外来診療に加えてより専門的な診療や入院などに対応しています。

1.  高梁中央病院1.  高梁中央病院 2.  成羽病院2.  成羽病院 3. こころの医療3. こころの医療
たいようの丘ホスピタルたいようの丘ホスピタル

4.  大杉病院4.  大杉病院

救急救急・・急性期疾患～慢性期急性期疾患～慢性期
疾患に対応する病院疾患に対応する病院

主に市西部の在宅医療や主に市西部の在宅医療や
へき地診療所を支える病院へき地診療所を支える病院 高梁・新見医療圏内で高梁・新見医療圏内で

唯一の精神科病院唯一の精神科病院

主に市東部の主に市東部の
在宅医療を支える病院在宅医療を支える病院

岡山大学病院との包括連携協定の調印式
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　医療従事者へのアンケートで「日常勤務において課題に
感じていること」を尋ねたところ、人手不足や教育・研修
などの機会が少ないなどの意見がありました。こうした医
療従事者の不安を解消できるように、市内の関係機関と連
携し、医療従事者の確保や能力開発・育成に向けた取り組
みを進めています。

医療従事者が誇りを持って働ける持続可能な地域医療医療従事者が誇りを持って働ける持続可能な地域医療２２
基本方針基本方針

医療従事者の確保・定着のために医療従事者の確保・定着のために

　高梁高校の地域学習の一環で、市内に勤務する医療
従事者から地域医療の実情や地元で働くことへの思い

を聞く機会を設けています。地元で働く医療従事者の

生の声を聞くことで、生徒たちの郷土愛を育み、将来

の職業として

医療従事者が

選択肢の一つ

となるように

継続して取り

組んでいま

す。

若い世代が地域医療に興味を持つ若い世代が地域医療に興味を持つ
きっかけづくりきっかけづくり

　市内の医療機関を知ってもらうため、毎年春に看護学生
を対象とした見学ツアーを実施しています。ツアーでは各

医療機関の概要説明のほか、ヘリポートやリハビリ専用施

設など普段は入ることができない施設内部の見学などがで

きます。また、ツアーを通して一人でも多くの看護学生が

市内医療機関への就職を考えるきっかけとなるように取り

組んでいます。

看護学生への病院見学ツアー看護学生への病院見学ツアー

　高梁医師会を拠点に活動している「高梁かんご
ねっと」では、市内で働く看護師を対象とした研

修会を開催しています。リーダー育成研修や新入

職員研修など、その時々で必要とされているテー

マを市内病院の看護部長と話し合い、毎年 10 回

程度研修会を開催しています。

地域全体で連携した看護職のスキルアップ地域全体で連携した看護職のスキルアップ

市内医療従事者が課題に感じていること

1. 人手が不足している （80%）

2. 後継者が不足している （34%）

3. 教育・研修などの機会が少ない （19%） など

※市内医療従事者 507人からの回答（2017 年）

普
段
は
で
き
な
い
病
院
内
の
リ
ハ
ビ
リ

器
具
の
体
験

地域医療の現状を市内医療従事者から学ぶ
市内大学で行われたスキルアップ研修の様子

10Ｒ4 (2022) 10 月



特集：地域医療　～高梁の現在地～

　市民へのアンケートで、幅広い世代から「産科小児科の充実」を求める声が多く上がりました。少子化
による市内の出産数・分娩数の減少や全国的な産科医不足から、分娩施設の設立が困難である現実を受
け止め、市民の不安を解消できるように出産・子育てサポート体制の充実に取り組んでいます。

医
学
生

子どもを産み育てやすいまちを目指した出産子どもを産み育てやすいまちを目指した出産・・子育てサポート体制の整子育てサポート体制の整備備３３
基本方針基本方針

　市では、妊娠から子育て期までのさまざまな不安や相談
に対応できるように、ワンストップ拠点・総合相談窓口と

して「子育て世代包括支援センター」を市役所２階 健康づ

くり課内に設置して

います。助産師、保

健師、栄養士や関係

する機関のスタッフ

が連携し、子育て世

代を総合的にサポー

トしています。

妊娠から子育て期までに関する相談窓口妊娠から子育て期までに関する相談窓口

　ママ・サポート 119は市内に居住している妊婦や里帰り先

が高梁市の妊婦などを対象に、事前登録をしておくことで緊

急を要するときに医療機関へスムーズな搬送を行うための制

度です。救急車が到着するまでの時間短縮や、かかりつけ医

への連絡が迅速になるなど、妊婦の不安解消につなげます。

ママ・サポート 119 で出産をサポートママ・サポート 119 で出産をサポート

　妊娠・出産から子育てまで幅広く育児を支
援する情報をまとめた「たかはし子育てガイ

ドブック」を配布しています。出生や転入の

あった子育て世帯に配布しているほか、こど

も未来課や子育て支援センター（ゆう・ゆうひ

ろば）にも備えています。

子育て支援情報をまとめて紹介子育て支援情報をまとめて紹介

市独自の奨学金制度市独自の奨学金制度

　市内で不足・高齢化している医療従事者を確
保するため、医療従事者を目指す学生を対象と

した市独自の奨学金制度を実施しています。令

和４年９月末までに計 21人が奨学金を活用し、

看護師として市内医療機関へ就職しています。

　さらに、令和３年度には高梁医師会・市内病

院・市が連携して新たな奨学金制度を創設したほ

か、貸付金額の増額も行い、将来の医療従事者の

確保に向けて一丸となって取り組んでいます。

看
護
師
な
ど

実施主体実施主体 貸付額貸付額 全額免除の要件全額免除の要件対象対象

高梁市

市内医療機関

高梁市

20 万円／月

５万円／月

10 万円／月

※現在、令和４年分の申請も受け付けています。

貸付期間の 1.5 倍の
期間を市内で勤務

貸付期間と同等
の期間を市内で

勤務

※令和３年に増額

※令和３年に創設

保健師などの専門職員が子育て世帯をサポート

11 Ｒ4 (2022) 10 月



　市民へのアンケートで「最期を迎える場所の希望」を尋ねた
ところ、「自宅」を希望する人の割合が「病院」を上回っており、
市民の約３人に１人が自宅で最期を迎えたいと考えていること
が分かりました。こうした市民の希望を叶えるために、高齢者
が住み慣れた地域で自立した日常生活を営むことができるまち
づくりの取り組みを進めています。

　Ａ
エーシーピー

ＣＰ（人生会議）はアドバンス・ケア・プランニン

グの略で、もしものときに備えて自分自身が望む医療

やケアについて前もって考え、家族や医療・ケアチー

地域での自立した生活に寄り添う基盤の整備地域での自立した生活に寄り添う基盤の整備４４
基本方針基本方針

ＡＣＰ（人生会議）の普及・啓発ＡＣＰ（人生会議）の普及・啓発

最期を迎える場所の希望は？最期を迎える場所の希望は？

ムなどの信頼できる人と繰り返し話し合い、思いを共

有する取り組みのことです。

　市では、ＡＣＰに関する正しい理解や支援者として

の関わり方について、市内の医療・介護専門職を対象

とした研修会の開催や、ＡＣＰを実践するときのポイ

ントをまとめた話し合いガイドを作成するなど、市内

医療機関や市ウェブサイトなどで普及・啓
発の取り組みを行っています。

医療医療・・介護で働く多職種が企画する研修会介護で働く多職種が企画する研修会

　市内医療機関や介護施設で働く多様な専門職員が中心と
なって、各々が日々感じている疑問や課題をテーマに研修
会を企画・開催しています。
　研修会を通して、それぞれの専門職が普段どのような視
点を持って日々のサービスに携わっているかなどを相互に
理解する機会となり、職員間の連携強化や一人一人の資質
向上につながっています。

病院（26%）病院（26%）介護施設介護施設
（４%）（４%）

分からない分からない
（34%）（34%）

※市民 1680 人からの回答（2017 年）

成羽町で開催したＡＣＰの実践講座

研修会には職種の垣根を越えて多くの専門職が集まる

自宅（36%）自宅（36%）

12Ｒ4 (2022) 10 月



特集：地域医療　～高梁の現在地～

仲
なか

田
だ

永
えい

造
ぞう

 副会長河
かわ

村
むら

顕
けん

治
じ

 会長

住み慣れた住み慣れた高高
まま

梁梁
ちち

で、いつまでも。で、いつまでも。
持続可能な地域医療を目指して持続可能な地域医療を目指して

　高梁市医療計画の策定以降、定期的に協議し取り組

みの具体化を進め、昨今のコロナ禍においても、ウェ

ブ会議などを活用しながら継続して本計画を推進して

まいりました。高梁市医療計画の一つの目途である

2025年を目前に迎え、新興感染症への対応をはじめ、

医師の働き方改革やデジタル化の推進など、医療を取

り巻く環境は大きく変化

しています。このような

時代の流れを見極めな

がら、関係機関と連携し

て、持続可能な医療提供

体制の構築に引き続き取

り組んでまいります。

　全国的な人口減少・少子高齢化の中で、市の地域
医療において特に大きな課題である医療従事者の不

足・高齢化に対し、市内の医療機関や教育機関と協

働して人材確保に取り組んでまいりました。また、

昨今のコロナ禍で医療従事者への負担は大きくなっ

ており、引き続き医療従事者の確保に取り組まなけ

　今月号で紹介した取り組み以外にも、高梁市医療計画に基づくさまざまな取り組みは市ウェブサ
イトで紹介しています。私たちが暮らすこの高梁で、いつまでも健やかに過ごせるように、持続可

能な地域医療の提供を目指して、今後も高梁市医療計画に沿った取り組みを進めていきます。

ればなりません。関係

者の皆さまにご協力い

ただき、市民の皆さま

が安心して暮らせるま

ちを目指して、引き続

き取り組んでまいりま

す。

地域医療について知ってもらうために地域医療について知ってもらうために

　市民の市内医療機関に対する理解や信頼を深めていくため、
さまざまな方法で情報発信に取り組んでいます。

　毎年開催している医療・介護市民公開講座では、市内医療機

関や介護施設で働く職員が在宅医療を分かりやすく説明する寸

劇や、病院スタッフによる市内の病院紹介を行っています。ま

た、市の広報紙や行政放送では在宅医療サービスなどの紹介を

行い、市民の皆さんに地域医療や地域の現状を知ってもらうた

めの情報発信に取り組んでいます。

持続可能な地域医療体制へ　～高梁市医療計画検討委員会より～持続可能な地域医療体制へ　～高梁市医療計画検討委員会より～

コミカルな寸劇で分かり
やすく在宅医療を説明

13 Ｒ4 (2022) 10 月



　　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
２
０
２
２
高
梁
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
大
会
が
、

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
２
０
２
２
高
梁
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
大
会
が
、
1010

月
２
日
に

月
２
日
に
秋
晴
れ
の
な
か

秋
晴
れ
の
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
の
開
催
に
伴
い
、
本
大
会
に
協
力

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
の
開
催
に
伴
い
、
本
大
会
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  　
今
大
会
に
は
９
３
７
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
８
４
０
人
が

　
今
大
会
に
は
９
３
７
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
８
４
０
人
が
出
走
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

出
走
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
３
年
振
り
の
大
会
、
楽
し
か
っ
た
」「
沿
道
の
応
援
が
う
れ
し
か
っ
た
」「
来
年
も
楽

は
、「
３
年
振
り
の
大
会
、
楽
し
か
っ
た
」「
沿
道
の
応
援
が
う
れ
し
か
っ
た
」「
来
年
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
み
に
し
て
い
る
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
レ
ー
ス
結
果
な
ど
詳
し
く
は
大
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
レ
ー
ス
結
果
な
ど
詳
し
く
は
大
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大会公式ウェブサイト大会公式ウェブサイト

問問
同
大
会
実
行
委
員
会（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

同
大
会
実
行
委
員
会（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）  

☎☎
2121
‐
０
４
２
５

‐
０
４
２
５

ご協力・ご声援ありがとうございましたご協力・ご声援ありがとうございました
ヒルクライムチャレンジシリーズ２０２２　高梁吹屋ふるさと村大会ヒルクライムチャレンジシリーズ２０２２　高梁吹屋ふるさと村大会

14Ｒ4 (2022) 10 月



お知らせ

接種期間延長とオミクロン株対応ワクチン接種開始に関するお知らせ
新型コロナウイルス感染症対策に関するお知らせ

○ 新型コロナワクチン接種の実施期間が令和５年３月３１日まで延長されました。
○ オミクロン株対応ワクチンの接種は、接種券を持っている人が接種可能です。

接種回数と接種日時点の年齢によって、高梁市で接種できるワクチンは次のとおりです。

※オミクロン株対応ワクチンが接種できるのは次の条件を全て満たす人です。
　・新型コロナワクチンの初回（１～２回目）接種を終えている人
　・前回（２～４回目）の接種日から５カ月以上経過した人
　・接種日時点での年齢が 12 歳以上の人
　・オミクロン株に対応したワクチンを初めて接種する人（現時点では１人１回）

初回
（１～２回目）

接種

５歳～ 11歳 小児用ファイザー社ワクチン

12歳以上
ノババックス社ワクチン
※�１回目に小児用ファイザー社ワクチンを接種後 12歳以上になった場合
は、２回目も小児用ファイザー社ワクチンを接種します。

追加接種
（３回目以降）

５歳～ 11歳 小児用ファイザー社ワクチン
※現在のところ３回目までです。

12歳以上

ファイザー社ワクチン、モデルナ社ワクチン
※12～ 17歳の人はファイザー社ワクチンのみ接種可能です。
※�どちらのワクチンも 10月１日からオミクロン株対応ワクチンに切り替
えています。
※オミクロン株対応ワクチンは、現時点では１人１回のみ接種可能です。

市
内
の
全
世
帯
へ
お
知
ら
せ
を
送
っ
て
い
ま
す

　
予
約
で
き
る
医
療
機
関
や
集
団
接
種
会
場
の
日
程
の
お
知
ら
せ
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
説
明
書
を
、
９
月
下
旬
に
市
内
の
全
世

帯（
９
月
15
日
時
点
）へ
郵
送
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
よ
く
ご
確
認
い
た

だ
き
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

接
種
券
の
発
送
に
つ
い
て

　
す
で
に
接
種
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
お
持
ち
の
接
種
券
を
使
っ
て

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
回
目
以
降
の
接
種
時
期
を
迎
え
る
人

　
前
回
接
種
か
ら
５
カ
月
経
過
し
た
人
へ
、
５
カ
月
経
過
の
翌
週
ま
で

に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
す
。

※
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
期
間
を
短
縮
す
る
方
向
で
政
府

が
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
短
縮
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ

た
時
期
に
接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

新
た
に
５
歳
に
な
る
人

　

５
歳
に
な
る
誕
生
日
か
ら
１
週
間
以
内
に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま

す
。

高
梁
市
に
転
入
し
た
人

　
転
入
日
か
ら
１
週
間
以
内
に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
す
。

※
右
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
接
種
券
が
届
か
な
い
場
合
や
接
種
回
数
が

異
な
る
接
種
券
が
届
い
た
場
合
は
、
高
梁
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
21
‐
０
２
１
１
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意
で
す
。
同
封
の
説
明
書
な
ど
を

ご
確
認
の
う
え
接
種
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

高梁市の市外局番は「0866」です15 Ｒ4 (2022) 10 月

俳
句
俳
句  　
　
　
　

彼彼ひ
が
ん
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な

ひ
が
ん
ば
な

岸
花
岸
花  

土土ど
て
い
ち
め
ん

ど
て
い
ち
め
ん

手
一
面

手
一
面
にに  

紅紅べ
に
べ
に
のの
海海う
み
う
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村村む
ら
む
ら

田田たた

保保や
す
や
す

雄雄おお

さ
ん（
巨
瀬
町
）

さ
ん（
巨
瀬
町
）



オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法

　
郵
送
物
内
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
施
設
一
覧
表
」
を
確
認

し
、
必
ず
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
な
し
で
の
接
種
は
で
き

ま
せ
ん
。

予
約

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
明
ら
か
な
発
熱
が
あ
る
場
合
や
体

調
が
優
れ
な
い
場
合
は
接
種
を
控
え
、

接
種
施
設
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

○
肩
を
出
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

○
接
種
後
は
経
過
観
察
の
た
め
、
15

～
30
分
程
度
施
設
内
で
待
機
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。　

当
日
の
持
ち
物

接種済み証接種済み証

必ずご持参ください。必ずご持参ください。
当日、忘れた場合は接種できません。当日、忘れた場合は接種できません。

接種券一体型予診票接種券一体型予診票
（宛名が記載された台紙）（宛名が記載された台紙）

お薬手帳お薬手帳

（お持ちの場合）（お持ちの場合）

本人確認書類本人確認書類
（免許証、保険証など）（免許証、保険証など）

母子手帳母子手帳

（お子さんが接種する場合）（お子さんが接種する場合）

帰
宅
時
の
交
通
手
段
に
お
困
り
の

人
は
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
ま
す

利用できるタクシー会社

在宅ケアサービスステーションなりわ介
護・福祉タクシー ☎ 42-5500

備北タクシー高梁営業所 ☎ 22-2086

備北タクシー成羽営業所 ☎ 42-3173

成羽タクシー ☎ 42-5515

ピオーネ交通 ☎ 22-2755

福祉タクシーせんざき ☎ 57-3236

15
歳
以
下
の
保
護
者
の
人
へ

　
15
歳
以
下
の
人
の
接
種
に
は
、
予
診

票
に
保
護
者
の
署
名
が
必
要
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
説
明
書
を
読
み
、
接
種
に
同

意
さ
れ
る
場
合
は
お
子
さ
ま
の
予
診
票

に
保
護
者
の
氏
名
を
自
署
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

へ
の
予
防
接
種
に
は
保
護
者
の
立
ち
合

い
が
必
要
で
す
。
接
種
当
日
に
保
護
者

が
同
伴
で
き
な
い
場
合
は
、
予
診
票
の

裏
面
の
委
任
状
欄
に
必
要
事
項
を
記
載

す
る
こ
と
で
、
代
理
の
人
の
同
伴
に
よ

り
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
予
診
票
裏
面
に
委
任
状
の
印
刷
が
無

い
場
合
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

対
象　
昭
和
33
年
４
月
以
前
生
ま
れ
の

人
、
ま
た
は
障
が
い
が
あ
る
人

※
障
が
い
が
あ
る
人
の
場
合
は
、
証
明

す
る
も
の（
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
、

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
、
特
定
医
療

費
受
給
者
証
な
ど
）の
提
示
が
必
要
で

す
。（
運
転
免
許
証
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
）

利
用
方
法　
運
転
手
に
「
接
種
済
証
」、

ま
た
は
「
接
種
券
が
印
字
さ
れ
た
予
診

票
の
写
し
」
を
提
示
し
、
行
先（
自
宅
）

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
タ
ク
シ
ー
の
予

約
は
各
自
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
区
間　
市
内
の
接
種
施
設
～
市
内

の
自
宅

利
用
期
間　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

問
産
業
振
興
課
☎
21
‐
０
２
２
９

※
接
種
の
実
施
時
期
に
よ
っ
て
接
種

で
き
る
医
療
機
関
や
使
用
す
る
ワ
ク

チ
ン
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

16Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

老老
のの
身身
のの  

こ
の
上
も
な
き

こ
の
上
も
な
き  

幸幸し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ福福
はは  

孫孫ま
ご
た
ち

ま
ご
た
ち達達
のの
温温ぬ
く
ぬ
く

きき  

心
の
贈
り
も
の　
　

心
の
贈
り
も
の　
　

小小おお

野野のの

は
る
は
る
恵恵ええ

さ
ん（
原
田
南
町
）

さ
ん（
原
田
南
町
）



お知らせ

支援制度
（事業者向け）コロナ禍の生活・事業を支えるための支援一覧

支援名 内容 問い合わせ

地域活性×
かけ

梁
はし

商品券　
（使用期間は 12 月 31 日（土）まで）

７月１日時点で高梁市に住民登録がある
人に 3000 円の商品券を配布 産業振興課☎21-0229

※�「地域活性×梁商品券」をまだ受け取っていない人は、本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、保険証な
ど）をお持ちの上、産業振興課へ受け取りに来てください。

子育て世帯生活支援特別給付金
低所得のひとり親世帯か住民税均等割の
非課税世帯などへ子ども１人当たり５万
円を支給

こども未来課☎21-0288

休業支援金・給付金 休業期間中に賃金が支払われない中小企
業の雇用者へ日額最大１万 1000 円

新型コロナウイルス感染症対応休業支援
金・給付金コールセンター☎0120-221-
276

市税の納税猶予 一時的に市税などを納付することができ
ない場合に納税を猶予 税務課☎21-0215

国民健康保険税の減免

主な生計維持者の収入が３割以上減少す
るなど要件を満たす場合に減免 税務課☎21-0214介護保険料の減免

後期高齢者医療保険料の減免

国民健康保険・後期高齢者医療保険
の被保険者向け 傷病手当金の支給

感染などで勤務ができなくなり、給与を
受け取ることができなくなった人への手
当金

地域医療連携課☎21-0258

国民年金保険料の免除・納付猶予
収入が減った人の国民年金の支払いを免
除・納付猶予（令和２年２月～令和５年６
月）

日本年金機構高梁年金事務所
☎21-0570

一時的な市営住宅の提供 住居を失う恐れがある人などに市営住宅
を一時的に提供 都市整備課☎21-0237

住居確保給付金 住居を失う恐れがある人などへ家賃を支
援

高梁市生活あんしんサポートセン
ター
☎22-9111

生活困窮者自立支援金 緊急小口資金等の特例貸付を利用できず、
一定の要件を満たす世帯へ支給 福祉課☎21-0266

農業者等コロナ対策応援金
感染症の影響で令和３年の売上額が減少
した農林漁業者へ個人 10 万円、法人 20
万円

農林課☎21-0223

特定事業継続支援金
市内の運送事業者に対して、売上額が
20％以上減少している事業者に支援金を
交付

産業振興課☎21-0229

雇用調整助成金 雇用者の休業などに対する休業手当を助
成 ハローワーク高梁☎22-2291

雇用安定助成金
国の雇用調整助成金の交付を受けた事業
者に対し、その額の３％を上乗せして助
成

産業振興課☎21-0229

セーフティネット保証４号（突発災
害）・５号（業況悪化） 運転資金や設備資金の融資認定

岡山県信用保証協会☎086-243-
1121
産業振興課☎21-0229

支援制度
（個人向け）

個
人
向
け

事
業
者
向
け

高梁市の市外局番は「0866」です17 Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

十十
ぢ
ゅ
う
よ
ん
ご
う

ぢ
ゅ
う
よ
ん
ご
う

四
号
四
号  

暑暑あ
つ
あ
つ

さ
く
る
め
て

さ
く
る
め
て  

持持もも

っ
て
っ
て
行行ゆゆ

きき  

寒寒さ
む
さ
む

く
な
っ
た
と

く
な
っ
た
と  

上上う
わ
う
わ

着着ぎぎ

ふ
や
せ
り

ふ
や
せ
り　
　
　
　

宮宮み
や
み
や

本本も
と
も
と

宮宮み
や
み
や

吉吉き
ち
き
ち

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

さ
ん（
川
上
町
七
地
）



栄光をたたえます

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
４
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
１
５
２

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権

大
会（
７
月
29
日
～
31
日
・
東
京
都
）

藤藤
ふじふじ

井井
いい

鈴鈴
すずすず

夏夏
かか

さんさん
（総社南高校３年）（総社南高校３年）

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育

大
会
第
24
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
８
月
16
日
～
19
日
・
神
奈
川
県
）

矢矢
やや

吹吹
ぶきぶき

翔翔
しょうしょう

真真
まま

さんさん
（松山高校４年）（松山高校４年）

ユ
ニ
ク
ロ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
２
０
２
２（
８
月
23
日
～
30

日
）・
大
阪
府

日日
ひひ

田田
だだ

杷杷
さらさら

冴冴
ささ

さんさん
（成羽小学校６年）（成羽小学校６年）

高
梁
市
二
十
歳
の
つ
ど
い（
仮

称
）の
参
加
申
込
に
つ
い
て

日
時　
令
和
５
年
１
月
８
日（
日
）午
前

10
時
～

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館

対
象　
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
し
込
み　

９
月
１
日
の
時
点
で
高
梁
市
内
に
住
民

票
が
あ
る
人　
10
月
下
旬
、
全
員
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。
令
和
４
年
12
月

23
日（
金
）ま
で
に
案
内
状
に
記
載
の
電

子
申
請
フ
ォ
ー
ム
か
ら
出
欠
回
答
を
お

内
閣
総
理
大
臣
杯
第
39
回
全
日
本
世
代

交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９
月
18
日

～
19
日
・
島
根
県
）

田田
たた

中中
なかなか

正正
まさまさ

男男
おお

代表代表

川
上
ク
ラ
ブ

川
上
ク
ラ
ブ

髙
たか

橋
はし

淳
あつし

 代表取締役

叙
勲
叙
勲

紺
綬
褒
章

　
髙
橋
淳
さ
ん（
兵
庫
県
姫
路
市
）と
髙

橋
さ
ん
が
代
表
取
締
役
を
務
め
る
大
洋

精
機（
株
）が
、
公
益
の
た
め
に
多
額
の

私
財
を
高
梁
市
へ
寄
附
し
た
功
績
で
紺

綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、
９
月
20
日
に
小

田
教
育
長
か
ら
伝
達
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
は
、
個
人
と
法
人
が
所

有
す
る
、
日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
と

し
て
活
躍
し
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
富と
み

永な
が
直な
お
樹き

さ
ん
が
制
作
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
像

12
体
を
令
和
３
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
髙
橋
さ
ん
は
「
寄
贈
し
た
作
品
は
公

共
の
場
で
広
く
皆
さ
ま
に
見
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
６

大
洋
精
機
株
式
会
社・髙
橋
淳
さ
ん

第
58
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権

大
会（
８
月
３
日
～
４
日
・
東
京
都
）

坂坂
さかさか

口口
ぐちぐち

拓拓
たくたく

都都
とと

さんさん
（高梁高校２年）（高梁高校２年）

第
35
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦

（
８
月
17
日
～
18
日
・
福
岡
県
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
兼
第

33
回
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

選
手
権
大
会（
９
月
９
日
～
11
日
・
埼
玉
県
）

中中
なかなか

山山
やまやま

惇惇
じゅんじゅん

之之
のの

丞丞
すけすけ

さんさん
（高梁城南高校２年）（高梁城南高校２年）

18Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　

酷
暑
に
多
湿

　
　

酷
暑
に
多
湿  

厳
し
き
夏
も

厳
し
き
夏
も  

終
焉
か

終
焉
か  

夏
草
の

夏
草
の
下下も
と
も
と  

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
覗覗の
ぞ
の
ぞ

く　
　
く　
　

一一ひ
と
ひ
ら

ひ
と
ひ
ら片片
遊遊ゆ
う
ゆ
う

子子しし

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）



お知らせ

願
い
し
ま
す
。

９
月
１
日
の
時
点
で
高
梁
市
外
に
住
民

票
が
あ
る
人　

事
前
申
込
が
必
要
で

す
。
12
月
23
日（
金
）ま
で
に
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性

別
、
住
所
、
案
内
状
の
送
付
先
住
所
を

明
記
し
、
件
名
を
「
令
和
５
年
高
梁
市

二
十
歳
の
つ
ど
い
参
加
申
込
」
と
し
た

電
子
メ
ー
ル
を
社
会
教
育
課
宛
て
に
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
社

会
教
育
課
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
地
域
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
提
出
先
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
４

　

shakaikyoiku@
city.takahashi.

lg.jp

ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
を
宣
言

　
「
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
」
は
、

日
本
青
年
会
議
所
が
全
国
各
地
の
自
治

体
や
企
業
に
参
画
を
呼
び
掛
け
て
い
る

も
の
で
、
子
育
て
世
代
が
子
ど
も
を
産

み
育
て
た
く
な
る
社
会
、
み
ん
な
で
赤

ち
ゃ
ん
を
育
ん
で
い
く
優
し
い
社
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
９
月
26
日
に
高
梁
青
年
会
議

所
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ベ
ビ
ー
フ
ァ
ー

ス
ト
運
動
へ
の
参
画
を
表
明
し
、
市
の

活
動
宣
言
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
発

表
し
ま
し
た
。

活
動
宣
言　
子
育
て
す
る
な
ら
高
梁
市

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

①
パ
パ
・
マ
マ
の
「
ど
う
し
よ
う
」
に

寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト　

地
区
担
当
保

健
師
が
お
子
さ
ん
一
人
一
人
の
成
長
・

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
最
善
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
す
。

②
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
パ
パ
・

マ
マ
を
全
力
サ
ポ
ー
ト　
子
ど
も
の
成

長
段
階
に
応
じ
た
様
々
な
子
育
て
支
援

事
業
を
展
開
し
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
な
く
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

③
本
に
親
し
み
心
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
か
ら
始
ま
る
充
実
し

た
本
に
親
し
む
環
境
の
下
、
子
育
て
を

支
援
し
ま
す
。

④
地
域
と
と
も
に
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト　

地
域
の
企
業
や
大
学
な
ど
と
連
携
し

て
、
育
休
取
得
や
子
育
て
へ
の
理
解
を

推
進
し
ま
す
。

⑤
食
を
通
し
て
子
ど
も
の「
お
い
し
い
」

と
心
身
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト　
子
ど
も

の
発
達
に
応
じ
た
食
育
や
給
食
を
通
し

て
、
子
ど
も
が
健
康
に
成
長
で
き
る
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

山
田
方
谷
の
軌
跡
を
学
ぶ
ド

ラ
イ
ブ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

岡
山
県
内
に
点
在
す
る
「
山や
ま

田だ

方ほ
う

谷こ
く
」
ゆ
か
り
の
地
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
り
、
方
谷
や
関
連
す
る
人
物
に
つ
い

て
の
ク
イ
ズ
に
答
え
る
ド
ラ
イ
ブ
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
、
ク
イ
ズ
を
解

き
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
バ
ッ
グ
や
抽
選
で

６
市
の
特
産
品
セ
ッ
ト
が
も
ら
え
ま

す
。

期
間　
11
月
30
日（
水
）ま
で

場
所　
高
梁
市
、
新
見
市
、
井
原
市
、

浅
口
市
、
笠
岡
市
、
倉
敷
市
内
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
12
カ
所

※
詳
細
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
「
山
田
方
谷
の
軌
跡（
奇
跡
）」
実
行

委
員
会（
倉
敷
市
観
光
課
）☎
０
８
６
‐

４
２
６
‐
３
４
１
１

高梁市の市外局番は「0866」です19 Ｒ4 (2022) 10 月

俳
句
俳
句  　
　
　
　

コ
オ
ロ
ギ
や

コ
オ
ロ
ギ
や  

我我わわ

がが
世世よよ

のの
春春は
る
は
る

とと  

か
き
な
ら
す　
　

か
き
な
ら
す　
　

大大お
お
お
お

久久くく

保保ぼぼ

裕裕ゆ
う
ゆ
う

子子ここ

さ
ん（
下
谷
町
）

さ
ん（
下
谷
町
）



高
梁
市
妊
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
）

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療
が
保

険
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
高
梁
市

で
は
、
不
妊
治
療
の
う
ち
一
般
不
妊

治
療
を
除
く
生
殖
補
助
医
療（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）を
受
け
た
人
に
対
し
、

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

新
た
に
妊
活
サ
ポ
ー
ト
事
業（
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
）を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
①
一
般
不
妊
治
療
を
除
く
生
殖

補
助
医
療
で
、
保
険
適
用
と
な
る
治
療

を
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
当
該
助
成
に
係
る
治
療
期
間
の
初
日

に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。

③
申
請
日
に
お
い
て
、
申
請
者
と
配
偶

者（
事
実
上
婚
姻
関
係
も
含
む
）が
、
共

に
市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ

と
。

※
そ
の
他
要
件
あ
り
。

助
成
内
容　
１
回
の
治
療
に
係
る
保
険

適
用
後
の
自
己
負
担
額
か
ら
、
高
額
療

養
費
等
を
控
除
し
た
２
分
の
１
の
額
。

（
助
成
額
の
上
限
10
万
円
。
千
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
端
数
は
切
り

捨
て
）

助
成
回
数　
①
治
療
初
日
の
妻
の
年
齢

が
40
歳
未
満
の
と
き
…
通
算
６
回

②
治
療
初
日
の
妻
の
年
齢
が
40
歳
以
上

43
歳
未
満
の
と
き
…
通
算
３
回

※
出
産
し
た
場
合
や
妊
娠
12
週
以
降
に

死
産
に
至
っ
た
場
合
は
、
出
産
等
ま
で

に
受
け
て
い
た
助
成
回
数
を
０
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
旧
制
度
で
あ
る
高
梁
市
不
妊
治
療
助

成
事
業
で
の
助
成
回
数
は
通
算
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
健
康
づ
く
り
課

☎
21
‐
０
２
６
７

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

内
閣
府
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
５
２
６
‐
１
４
５（
午

前
９
時
～
午
後
８
時
）

　
電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品
な
ど
の
価
格

高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に

家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課

税
世
帯
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
給
付

金
を
給
付
し
ま
す
。

対
象　
次
の
①
か
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯　
令
和
４
年
９

月
30
日
時
点
で
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯（
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族

の
み
か
ら
な
る
世
帯
は
対
象
外
）

②
家
計
急
変
世
帯　
申
請
日
時
点
で
市

に
住
民
票
が
あ
り
、
予
期
せ
ず
令
和
４

年
１
月
～
12
月
の
家
計
が
急
変
し
、
①

の
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
世
帯

支
給
額　

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円（
１
世
帯
１
回

限
り
の
給
付
で
、
対
象
条
件
の
両
方
を

重
複
し
て
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
）

支
給
手
続
き　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯　
対
象
世
帯
に

は
準
備
が
整
い
次
第
、
お
知
ら
せ
と
確

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

認
書
を
送
付
し
ま
す
。

②
家
計
急
変
世
帯　
給
付
金
を
受
け
取

る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続

き
に
つ
い
て
は
準
備
が
整
い
次
第
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

そ
の
他

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
を
理
由
に

住
民
票
の
異
動
が
で
き
な
い
人
は
申
請

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
支
援
給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
市
職
員
な
ど
が
手

数
料
の
振
り
込
み
や
Ａエ
ー
テ
ィ
ー
エ
ム

Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
届
い
た
場

合
は
、
警
察
や
市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
臨
時
給
付
金
対
策
室

☎
21
‐
３
６
６
６

20Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　

コ
ロ
ナ
さ
え

　
　

コ
ロ
ナ
さ
え  

な
け
れ
ば
夫
に

な
け
れ
ば
夫
に  

会
え
よ
う
に

会
え
よ
う
に  

そ
の
分
毎
日

そ
の
分
毎
日  

電
話
で
コ
ー
ル　
　

電
話
で
コ
ー
ル　
　

山山や
ま
や
ま

本本も
と
も
と

義義よ
し
よ
し

慧慧ええ

さ
ん（
松
原
町
神
原
）

さ
ん（
松
原
町
神
原
）



お知らせ

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　
「
里
親
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
き
、
家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
、

温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
豊
か
な
愛
情
を

も
っ
て
育
て
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
県
で
は
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
生

活
し
て
い
る
子
ど
も
を
、
夏
休
み
、
冬

休
み
、
週
末
な
ど
に
２
泊
３
日
程
度
家

庭
で
養
育
す
る
「
一
時
里
親
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
、
子
ど
も
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
倉
敷
児
童
相
談
所
子
ど
も
養

護
課
☎
０
８
６
‐
４
２
１
‐
０
９
９
１

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
＆
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
☆
ツ
リ
ー
の
設
置

　
11
月
12
日（
土
）～
25
日（
金
）は
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で

す
。
ま
た
、
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す
。

　
誰
も
が
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
と
「
児

童
虐
待
防
止
運
動
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
飾
っ
た
「
パ
ー

プ
ル
リ
ボ
ン
＆
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
☆
ツ

リ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

期
間　
11
月
１
日（
火
）～
30
日（
水
）

場
所　
市
役
所
１
階

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４
／
こ
ど
も

未
来
課
☎
21
‐
０
２
８
８

消
防
署
だ
よ
り

９
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
１
件（
前
月
と
同
じ
）

救
急　
１
４
９
件（
前
月
か
ら
36
件
減
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
21
‐
０
１
２
１

　
７
月
27
日（
水
）に
、
令
和
４
年
度
岡

山
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会

長
表
彰
の
伝
達
が
あ
り
、「
領
家
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
」
が
団
体
表
彰
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
表
彰
は
、
優
良
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
お
よ
び
ク
ラ
ブ

員
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
表
彰

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
表
彰

　
６
月
14
日
に
高
梁
市
原
田
南
町
地
内

で
発
生
し
た
建
物
火
災
に
際
し
、
大お
お

西に
し

研け
ん
太た

さ
ん
が
、
火
災
現
場
で
動
け
な
く

な
っ
て
い
た
男
性
を
背
負
い
安
全
な
場

所
へ
救
出
し
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
対

し
、
８
月
18
日
に
消
防
本
部
に
て
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

消
防
協
力
者
感
謝
状
贈
呈
式

消
防
協
力
者
感
謝
状
贈
呈
式

　
「
お
出
か
け
は 

マ
ス
ク
戸
締
り 

火

の
用
心
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９
日（
水
）

～
15
日（
火
）の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
検

知
す
る
た
め
に
常
に
作
動
し
て
お
り
、

電
池
や
本
体
の
寿
命
の
目
安
は
約
10
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
認
方
法
は
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す

か
、
ひ
も
を
引
く
こ
と
で
確
認
が
で
き

ま
す
。
作
動
し
な
い
場
合
は
本
体
の
交

換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

1111
月
９
日
～

月
９
日
～
1515
日日

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

大西研太さん大西研太さん

里親になりたい里親制度について知りたい お近くの児童相談所にお問い合わせください。

朝日新聞デジタルサイト

https://globe.asahi.com/globe/extra/satooyanowa/index.html

里親制度について知りたい方はＱＲコードで特設サイトへアクセス! 
～里親制度の疑問に答えています～

0120 -

児童相談所

［相談専用ダイヤル］

［インターネット］

い ち は や く お な や み を

387981

全国児童相談所一覧

全国里親会 日本ファミリーホーム協議会

それぞれの事情で親と離れて暮らす子どもたち。

日本には約4万2千人います。

そうした子どもを自分の家庭に迎え入れ、

さまざまなサポートを

受けながら養育するのが「里親制度」です。

高梁市の市外局番は「0866」です21 Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

黄黄お
ゝ
ご
ん

お
ゝ
ご
ん金金
のの  

稲稲い
な
ほ

い
な
ほ穂穂
のの
波波な
み
な
み

にに  

赤赤あ
か
と
ん
ぼ

あ
か
と
ん
ぼ

蜻
蛉
蜻
蛉  

景景け
し
き

け
し
き色色
にに
映映はは

え
る
え
る  

秋秋あ
き
あ
き

のの
夕夕ゆ
う
ぐ
れ

ゆ
う
ぐ
れ暮暮　

　
　
　

杼杼と
ち
と
ち

山山や
ま
や
ま

豊豊と
よ
と
よ

一一か
ず
か
ず

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

さ
ん（
中
井
町
西
方
）



マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
に

つ
い
て

　
最
大
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら

え
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
第
２
弾
の

申
し
込
み
対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
期
限
が
令
和
４
年
12
月

末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象
者　
令
和
４
年

12
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
を
申
請
し
た
人

※
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
全
額
も
ら

う
た
め
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限　
令
和
５

年
２
月
末
ま
で

※
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
た
め
に
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
決
済

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
申
込
期
限
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）市
民
課

☎
21
‐
０
２
５
２
／（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
）デ
ジ
タ
ル
・
未
来
戦
略
課
☎
21
‐

０
０
０
７

マイナンバーカード受け取り時間外窓口マイナンバーカード受け取り時間外窓口

　　日時が変更になる場合がありますので、 日時が変更になる場合がありますので、 
市ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。市ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。

問問市民課☎21-0253市民課☎21-0253

　身体が不自由などで外出が困難な人を対象に個別　身体が不自由などで外出が困難な人を対象に個別
の対応も行います。電話でご相談ください。の対応も行います。電話でご相談ください。

今後の開設日時今後の開設日時
11 月 13日（日） 午前９時～正午11月 13日（日） 午前９時～正午
11月 25日（金） 11 月 25日（金） 午後５時 15分～７時午後５時 15分～７時

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
安
全
性
の
高

い
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、
献

血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　

日
時　
11
月
10
日（
木
）

①
午
前
９
時
～
11
時
15
分

②
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
健
康
づ
く
り
課

☎
21
‐
０
２
２
８

下
水
道
本
管
お
よ
び
マ
ン

ホ
ー
ル
の
調
査
に
つ
い
て

　
道
路
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
下
水
道

施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、

下
水
道
本
管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
調
査
を

行
い
ま
す
。

作
業
期
間　
11
月
１
日（
火
）～
12
月
23

日（
金
）

調
査
時
間
帯　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

１
区
間
あ
た
り
の
調
査
日
数　
２
日
間

程
度

　
場
所
に
よ
り
宅
内
汚
水
桝
の
蓋
を
開

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
住
民
の
皆
さ
ん
へ
声
を
お
掛
け
し

ま
す
。
な
お
、
調
査
時
も
、
下
水
道
施

設
は
通
常
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
作
業
中
の
道
路
は
片
側
交
互
通
行
も

し
く
は
幅
員
減
少
と
な
り
ま
す
が
、
沿

線
住
民
の
皆
さ
ん
が
出
入
り
す
る
と
き

は
そ
の
都
度
進
入
で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
☎
21
‐
０
２
４
５

22Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

深深みみ

山山や
ま
や
ま

よ
り
よ
り  

絶絶たた

え
て
え
て
久久ひ
さ
ひ
さ

し
き
し
き  

さ
さ
ゆ
り
を

さ
さ
ゆ
り
を  

想想お
も
お
も

いい
起起おお

こ
し
て

こ
し
て  

友友と
も
と
も

にに
絵絵ええ

手手てて

紙紙が
み
が
み　

　
　
　

大大だ
い
だ
い

福福ふ
く
ふ
く

蔦蔦つ
た
つ
た

枝枝ええ

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）



お知らせ

令和５年度 入園児募集
　幼稚園・保育園・認定こども園の入園申し込みを受け付けます。詳しくは入園申込案内や市
ウェブサイトをご覧ください。

幼稚園
対象　市内に在住する満３歳から満５歳までの子ども（平成 29 年４月２日生まれ～令和２年４月１日生まれ）

保育園
対象　市内に在住し、保護者の就労などにより日中の保育をする人がいない就学前の子ども

認定こども園（幼稚園と保育園の両方の機能を持つ施設）
対象　市内に在住している就学前の子ども（認定により預かり時間が異なります）

問こども教育課 ☎ 21-0264 ／利用を希望する各園

申込方法　�こども教育課、または利用を希望する園へ「入園申込書」を提出してください。
申込書は、こども教育課と各園に備えています。

受付期間　10月31日（月）～11月18日（金）　※正式な入園決定は令和５年２月頃になります。

※令和４年度末で、高梁南幼稚園は廃園、巨瀬幼稚園・中井幼稚園は休園となります。
※�教育時間は全て午前８時 30 分～午後２時（水曜日は午後１時まで）、預かり保育は幼稚園終業時～午後５時

30 分です。

保育園・認定こども園共通事項
※年度の途中で誕生日を迎えて入園する場合も、令和５年４月１日時点の満年齢がその子どもの年齢となります。
※１歳未満児は若干名の募集となり、令和４年 11 月時点で妊娠中の場合も申し込みできます。

市ウェブサイト

幼稚園名（住所地） 高梁（中之町） 津川（津川町今津） 川面（川面町） 落合（落合町阿部）福地（落合町福地）
電話番号 22-2119 22-2776 26-1326 22-6578 42-4136
受け入れ年齢 ３歳～５歳（令和５年４月１日時点）
預かり保育 あり（落合幼稚園は一時預かりのみ）

保育園名（住所地） 高梁（向町） 高梁中央（私立・下町） 落合（私立・落合町阿部） 備中（備中町布瀬）
電話番号 22-2423 22-4333 22-4466 45-3142
定員（人） 120 80 90 30
受け入れ年齢 ６カ月～５歳 ３カ月～５歳 １歳～５歳

保育時間 午前７時～午後６時（延長保育は午後７時まで） 午前７時 30 分～午後６時 30 分
（延長保育は午後７時まで）

こども園名（住所地） 有漢（有漢町有漢） 川上（川上町地頭） 成羽（成羽町成羽）
電話番号 57-3020 48-3133 42-2011
定員（人） 100 120 120
受け入れ年齢 ６カ月～５歳

保育時間 午前７時 30 分～午後６時 30 分（延長保育は午後７時まで） 午前７時～午後６時
（延長保育は午後７時まで）

高梁市の市外局番は「0866」です23 Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

息息ここ子子
がが
帰帰か
え
か
え
るる  

サ
ラ
ダ
に
ピ
ー
マ
ン

サ
ラ
ダ
に
ピ
ー
マ
ン  

か
ぼ
ち
ゃ

か
ぼ
ち
ゃ
煮煮にに

てて  

今今い
ま
い
ま
かか
今今い
ま
い
ま
か
と
か
と  

老老おお

い
は
い
は
出出いい

でで
待待まま

つ　
　
つ　
　

新新し
ん
く
ら

し
ん
く
ら倉倉
ヨ
シ
コ

ヨ
シ
コ
さ
ん（
成
羽
町
布
寄
）

さ
ん（
成
羽
町
布
寄
）



狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　
11
月
15
日（
火
）～
令
和
５
年
２
月
15

日（
水
）は
狩
猟
期
間
で
す
。

　
た
だ
し
、
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
つ
い
て
は
、
農
作
物
な
ど
へ
の
被
害

防
止
を
目
的
と
し
て
狩
猟
期
間
を
１
カ

月
間
延
長
し
、
３
月
15
日（
水
）ま
で
と

し
て
い
ま
す
。

　
野
山
に
出
か
け
る
と
き
は
、
目
立
つ

色
の
服
装
を
着
用
す
る
な
ど
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
農
村
振
興
課
鳥
獣
害
対
策
室

☎
０
８
６
‐
２
２
６
‐
７
４
３
９
／
備

中
県
民
局
森
林
企
画
課
☎
０
８
６
‐

４
３
４
‐
７
０
５
２

有
害
鳥
獣
対
策
補
助
金
に
つ

い
て

　
来
季
の
作
付
け
に
備
え
て
早
め
の
対

策
を
し
ま
せ
ん
か
？　
有
害
鳥
獣
か
ら

農
地
を
守
る
対
策
と
し
て
、
農
林
課
で

は
、
野や

猪ち
ょ

等
防
護
柵
・
捕ほ

獲か
く

檻お
り

の
設

置
、
捕
獲
支
援
情
報
機
器
な
ど
の
導
入

費
用
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
野
猪
等
防
護
柵
設
置
補
助
金
を
受
け

る
に
は
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
市
の
推
奨
す
る
基
準
に
基
づ
き
、
防

護
柵
１
０
０
ｍ（
野
猿
防
護
柵
30
ｍ
）以

上　
②
対
象
農
地
を
完
全
に
囲
う
こ
と　

③
市
内
で
農
林
作
物
を
生
産
し
、
市
税

を
完
納
し
て
い
る
人

※
過
去
に
当
該
補
助
金
を
受
け
て
設
置

し
た
防
護
柵
を
更
新
す
る
場
合
は
、
市

が
定
め
る
年
数
を
経
過
し
て
い
る
も
の

種
類
・
金
額

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
・
３
０
０
円
／

１
ｍ
以
下

電
気
柵（
線
・
送
電
機
セ
ッ
ト
）・

１
０
０
円
／
１
ｍ

※
設
置
状
況
に
よ
り
補
助
金
額
に
上
限

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
野
猿
防
護
柵
は
複
合
柵
と
な

り
、
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課

☎
21
‐
１
１
９
０

道
路
へ
の
倒
竹
木
な
ど
の
伐

採
を
お
願
い
し
ま
す

　
道
路
や
歩
道
へ
の
倒
竹
木
や
枝
の
張

り
出
し
な
ど
に
よ
っ
て
通
行
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道

路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
見
え

に
く
く
な
り
交
通
事
故
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　
道
路
沿
い
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
交
通
事
故
な
ど
の
防
止
の
た
め

に
も
樹
木
の
伐
採
や
枝
払
い
な
ど
、
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
課
☎
21
‐
０
２
３
２

納
め
た
年
金
は
全
て
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
１
日
～
令
和
４
年
９
月

30
日
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」
が
10
月
下
旬
か
ら

11
月
上
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年

10
月
１
日
～
令
和
４
年
12
月
31
日
に
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
は
、
令
和
５
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

そ
の
年
の
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
証
明
書
か

領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証

明
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
10
月
か
ら
「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
電
子
送
付

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
分
確
定
申
告
か
ら

電
子
送
付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
の
利
用

も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０�

‐
０
０
３
‐
０
０
４

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
☎

21
‐
０
５
７
０
／
市
民
課

☎
21
‐
０
２
５
２

24Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

道道み
ち
み
ち

のの
端端は
た
は
た  

赤赤あ
か
あ
か

々々あ
か
あ
か

とと
咲咲ささ

くく  

彼彼ひ
が
ん
ば
な

ひ
が
ん
ば
な

岸
花
岸
花  

よ
う
や
く

よ
う
や
く
風風か
ぜ
か
ぜ

のの  

涼涼す
ず
す
ず

や
か
に

や
か
に
吹吹ふふ

き　
　
き　
　

那那なな

須須すす

閑閑し
ず
し
ず

子子ここ

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）



お知らせ

種別 対象（生まれた年・月） 日 時間 場所 問い合わせ
乳児健康診査 令和４年２月・７月 ９日（水）午後０時 30 分

～
１時 30 分
（受付）

高梁保健センター
健康づくり課
☎ 21-0228

１歳６カ月児健康診査 令和３年４月～５月 16日（水） 高梁保健センター

２歳６カ月児健康診査 令和２年４月～５月 17日（木） 高梁保健センター

子どもの健診（11月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

ゆう・ゆうタイム
ハッピー♡サタデー（親子で遊ぼう） ５日（土）

①午前10 時～11時 30 分
②午後１時～２時15 分
③午後２時 45 分～４時

子育て支援センター
（ゆう・ゆうひろば） 子育て支援センター

☎ 22-2450
こども未来課
☎ 21-2666

２歳のひろば
親プロ（入園について） 16日（水）①午前９時 30 分～10 時 30 分

②午前10 時 45 分～11時 45 分

赤ちゃんタイム ４日（金）・18日（金）①午前10 時～11時
②午前11時～正午

にこにこ相談 17日（木）・24日（木）午前10 時～午後４時

さてらいとひろば“ゆう・ゆう” 30日（水）午前10 時～11時 30 分 ポルカ
市民交流コーナー

なりわで“ゆう・ゆう” 17日（木）・24日（木）①午前10 時～11時 30 分
②午後１時 30 分～３時

成羽こども園
子育て支援室

あそびのひろば・育児相談 10日（木）午前10 時～正午 川上保健センター 川上地域局☎48-2200

育児相談・プレママ相談 30日（水）午前10 時～正午 高梁保健センター 健康づくり課
☎ 21-0228離乳食教室 22日（火）午後１時 30 分～２時 30 分 高梁保健センター

病態栄養相談 10日（木）午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所☎21-2835
思春期・ひきこもり相談 11日（金）午後２時～４時

備北保健所
☎ 21-2836

こころの健康相談 18日（金）午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査／Ｂ・Ｃ
型肝炎検査／骨

こつずい

髄ドナー検査
22日（火）午後１時～２時

子育て支援・健康相談（11月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談
７日（月）

午前９時～正午
市役所３階大会議室３

岡山行政監視行政相談センター
☎ 086-224-110010日（木） 吹屋連絡所

10日（木） 有漢保健センター

なやみごと相談
１日（火）

午前９時～正午
市役所３階研修室

岡山地方法務局高梁支局
☎ 22-231810日（木） 有漢保健センター

10日（木） 成羽たいこまるプラザ

法律相談（要予約）
１日・８日・15日・22日・29日

（全て火曜日）
午後１時～４時10 分

高梁総合福祉センター

岡山弁護士会（☎ 086-234-5888）へ
事前に予約をして、市民課へ無料券を
申請してください。（市民のみ・年２回
まで）　市民課☎ 21-0254

司法書士相談
11日（金） 午前 10 時～午後４時 有漢保健センター

岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎ 22-790611日（金） 午前 10 時～正午 備中地域局２階小会議室

16日（水） 午後２時～４時 イズミゆめタウン２階文化教室

相談（11月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
高梁税務署面接相談

（要予約）
８日（火）・18日（金）・28日（月）

※相続・贈与に関する相談は８日のみ 午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署☎ 22-2546

高梁市の市外局番は「0866」です25 Ｒ4 (2022) 10 月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

秋秋あ
き
あ
き

のの
夜夜よよ

はは  

大大だ
い
が
っ
し
ょ
う

だ
い
が
っ
し
ょ
う

合
唱
合
唱
のの  

虫虫む
し
む
し

のの
声声こ
え
こ
え  

思思お
も
お
も

わ
ず
わ
ず
歌歌う
た
う
た

うう  

昔昔む
か
し

む
か
しのの
唱唱し
ょ
う
か

し
ょ
う
か歌歌　

　
　
　

佐佐ささ

藤藤と
う
と
う

健健け
ん
け
ん

司司じじ

さ
ん（
落
合
町
近
似
）

さ
ん（
落
合
町
近
似
）



が
ん
ば
ろ
う
高
梁
！

心
の
ふ
れ
あ
う
な
り
わ
祭
り

　
な
り
わ
祭
り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
地
元
団
体
に
よ
る
特
産
品
や

野
菜
な
ど
の
物
産
テ
ン
ト
、「
子
供
神

楽
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同

時
開
催
と
し
て
軽
ト
ラ
神
楽
市
も
あ
り

ま
す
。

日
時　
10
月
23
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時（
少
雨
決
行
）

場
所　
旧
成
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
特

設
会
場

問
な
り
わ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
成
羽
地
域
局
）☎
42
‐
３
２
１
１

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

　

身
体
障
害
者
や
難
病
患
者
の
義
肢
、

装
具
、
車
椅
子
な
ど
の
購
入
・
修
理
の

相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
補
装
具
購
入
費
の
交
付
判
定
を
実

施
し
ま
す
。

　

予
約
の
み
の
相
談
と
な
り
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
事
前
に
福
祉
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
10
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
正
午（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

場
所　
市
役
所
２
階
保
健
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４

相
続
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と

無
料
相
談
会

　
相
続
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
続
や
遺
言
、
税
金

（
確
定
申
告
に
関
す
る
も
の
は
除
く
）、

境
界
な
ど
に
つ
い
て
お
困
り
の
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
23
日（
水
・
祝
）午
後
１
時

～
４
時
30
分

場
所　
岡
山
県
立
図
書
館（
岡
山
市
）

問
岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
司

法
書
士 

岩い
わ

田た

豪た
け
しさ

ん
☎
０
８
６
‐

２
３
６
‐
７
８
１
２

令
和
４
年
度
人
権
講
演
会

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
明
る
く
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

講
演
会
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
12
月
４
日（
日
）午
前
10
時
30
分

開
演

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

出
演　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・

う
～
み
さ
ん

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４

　
11
月
11
日（
金
）～
17
日（
木
）の｢

税

を
考
え
る
週
間｣

に
合
わ
せ
、
市
内
の

小
・
中
学
生
に
よ
る
習
字
・
作
文
な
ど

を
展
示
す
る
「
租
税
作
品
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

高
梁
市
図
書
館

日
時　
11
月
11
日（
金
）～
17
日（
木
）

場
所　
４
階
多
目
的
室
前

イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
高
梁
店

日
時　
11
月
18
日（
金
）～
24
日（
木
）

場
所　
２
階
特
設
会
場

問
高
梁
税
務
署
☎
22
‐
２
５
４
６

租
税
作
品
展

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
な
ど

の
契
約
で
取
得
し
た
場
合
、
国
土
利
用

計
画
法
に
よ
り
、
県
知
事
へ
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
し
な
か
っ
た

場
合
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
対
象　
次
の
①
～
③
に
該
当
す

る
土
地
の
権
利
を
売
買
な
ど
の
契
約
に

よ
り
取
得
し
た
人
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。

①
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域
で

は
２
０
０
０
㎡
以
上

②
①
以
外
の
都
市
計
画
区
域
で
は

５
０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
は

１
万
㎡
以
上

届
け
出
の
方
法　
土
地
売
買
な
ど
の
契

約
を
結
ん
だ
日
か
ら
契
約
日
を
含
め
て

２
週
間
以
内
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
未
来
戦

略
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
デ
ジ
タ
ル
・
未
来
戦
略
課
☎
21
‐

０
２
８
５

秋
の
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知

ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

①
風
ぐ
る
ま
フ
ェ
ス
タ
in
う
か
ん

②
川
上
ふ
る
さ
と
物
産
ま
つ
り

③
備
中
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

問
①
有
漢
地
域
局
☎
57
‐
３
２
０
０

②
川
上
地
域
局
☎
48
‐
２
２
０
０

③
備
中
地
域
局
☎
45
‐
２
２
１
１

26Ｒ4 (2022) 10 月



お知らせ

高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾
第
２
回

日
時　
11
月
５
日（
土
）午
後
２
時
～
３

時
30
分

場
所　
高
梁
市
図
書
館
多
目
的
室

テ
ー
マ　
小
学
校
誕
生
物
語 

―
地
域

で
さ
さ
え
る
―（
講
師 

岡
山
県
立
記
録

資
料
館
古
文
書
等
整
理
専
門
員
・
近こ
ん

藤ど
う

萌め
ぐ
美み

さ
ん
）

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

申
し
込
み　
開
催
１
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
20
日（
日
）午
後
２
時
～
４

時場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
日
本
遺
産
「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ

ド
発
祥
の
地
～
弁べ

ん
柄が
ら

と
銅
あ
か
が
ねの

町
・
備
中

吹
屋
～
」
の
魅
力（
講
師 

田た

村む
ら

啓け
い

介す
け

・

高
梁
市
教
育
委
員
会
参
与
）

参
加
費　
無
料

※
こ
の
講
演
会
は
「
高
梁
歴
史
い
ろ
は

塾
第
３
回
」
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

問
高
梁
公
民
館（
高
梁
市
文
化
交
流
館
）

☎
21
‐
０
１
８
０

令
和
４
年
度
教
育
講
演
会

問
日
本
遺
産
・
歴
ま
ち
推
進
室
☎
21
‐

０
２
５
７

ワ
ク
ワ
ク
モ
ル
ッ
ク
de
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　
11
月
12
日（
土
）　
①
午
前
10
時

～
正
午　
②
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公

園（
新
見
市
正
田
３
３
０
）

※
女
性
の
み
無
料
送
迎
あ
り（
新
見
駅

⇔

現
地
）

対
象　
①
結
婚
歴
が
あ
る
独
身
男
女
、

ま
た
は
相
手
が
結
婚
歴
が
あ
る
人
で
も

Ｏ
Ｋ
な
独
身
男
女（
子
ど
も
連
れ
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
子
ど
も
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

②
①
参
加
以
外
の
方（
①
参
加
以
外
の

独
身
男
女
）

定
員
は
各
回
男
女
10
人
ず
つ
。
男
女
と

も
年
齢
・
居
住
地
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

参
加
費　
１
０
０
０
円（
飲
み
物
・
お

み
や
げ
付
き
）

申
し
込
み　
10
月
29
日（
土
）ま
で
に
郵

送
、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で（
有
）

チ
ア
ー
ズ（
☎
０
８
６
‐
４
６
１
‐

０
５
０
６
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎
21
‐

０
２
８
２

成
羽
病
院

看
護
師
・
薬
剤
師
募
集

　
成
羽
病
院
で
は
看
護
師
・
薬
剤
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
勤
務
形
態
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
成
羽
病
院
事
務
局

☎
42
‐
３
１
１
１

一
人
で
悩
ま
ず
、
青
少
年
相

談
員
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
岡
山
県
で
は
、
青
少
年
や
そ
の
保
護

者
が
、
悩
み
や
不
安
を
身
近
に
相
談
で

き
る
窓
口
と
し
て
、
青
少
年
相
談
員
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
青
少
年
相
談
員
を
各
小
学

校
区
に
１
人
ず
つ
登
録
し
、
非
行
や
い

じ
め
、
不
登
校
や
人
間
関
係
の
悩
み
な

ど
幅
広
い
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩

ま
な
い
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー（
社

会
教
育
課
）☎
21
‐
１
５
１
４
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高
梁
市
広
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
タ

い
そ
じ
部
門

日
時　
11
月
13
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
の
シ
ニ

ア
チ
ー
ム

市
長
室

市
長
室
か
ら
か
ら  

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
３
年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
大
会
は
、
爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
県

内
外
か
ら
８
４
０
名
の
選
手
を
お
迎
え

し
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
大
会
開
催
に

当
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
、
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
や
沿
道

で
の
応
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
８
月
号
か
ら
の
続
き
で
す
。
大

雨
の
た
め
20
分
遅
れ
で
東
京
を
出
発
し
た

の
ぞ
み
１
２
９
号
は
、
事
故
箇
所
を
最
徐

行
運
転
で
通
過
し
た
後
、
新
大
阪
駅
の
手

前
で
停
車
。
新
大
阪
駅
を
午
前
３
時
30
分

頃
出
発
し
、
岡
山
駅
に
到
着
し
た
の
は
午

前
４
時
32
分
。
駅
の
電
光
掲
示
板
に
は
、

私
が
乗
っ
て
い
た
の
ぞ
み
１
２
９
号
広
島

行
き（
発
車
時
刻
が
23
時
13
分
の
ま
ま
）

と
、
朝
一
番
の
こ
だ
ま
の
発
車
時
刻
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
出
発
か
ら
８

時
間
12
分
の
長
旅
は
、
乗
客
の
皆
さ
ん
で

分
け
た
食
料
と
乗・

り・

鉄・

を
存
分
に
堪
能
し

た
心
、
２
つ
の
ゆ・

と・

り・

に
よ
り
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
か
ら
何
事
も

ゆ
と
り
が
必
要
だ
な
と
、
真
夜
中（
早
朝
）

に
も
関
わ
ら
ず
岡
山
駅
ま
で
迎
え
に
来
て

く
れ
た
妻
の
車
の
中
で
、
私
は
心
地
よ
い

疲
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

問
高
梁
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

平ひ
ら

松ま
つ

冨ふ

佐さ

恵え

さ
ん
☎
０
８
０
‐
２
８
８
７
‐

１
０
３
６

一
般
女
子
部
門

日
時　
11
月
20
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
の
一
般

女
子
チ
ー
ム

小
学
生
部
門

日
時　
11
月
27
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
の
小
学

生
チ
ー
ム

各
部
門
の
申
し
込
み　
参
加
を
希
望
す

る
チ
ー
ム
は
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
梁
市
冬
季
広
域
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

一
般
女
子
部
門

日
時　
12
月
11
日（
日
）午
前
８
時
30
分

～場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
の
一
般

女
子
チ
ー
ム

申
し
込
み　
参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム

は
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

高
梁
市
近
隣
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

日
時　
11
月
26
日（
土
）午
前
８
時
30
分

～場
所　
高
梁
浄
化
セ
ン
タ
ー

対
象　
高
梁
市
内
で
活
動
し
て
い
る
会

員
、
監
督
１
人
と
競
技
者
５
～
８
人

参
加
費　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
11
月
５
日（
土
）ま
で
に
高

梁
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
へ

問
高
梁
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会 

宮み
や

本も
と

文ふ
み

夫お

さ
ん
☎
48
‐
２
６
１
０

小
堀
遠
州
の
世
界
２
０
２
２

頼
久
寺
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
国
指
定
名
勝
で
も
あ
る
頼
久
寺
庭
園

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

日
時　
10
月
29
日（
土
）午
後
６
時
30
分

開
演

場
所　
頼
久
寺

出
演　
樋
口
利
歌
さ
ん（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）、
幸
坂
優
衣
さ
ん（
歌（
ソ
プ
ラ

ノ
））、 

青
木
彩
絵
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

参
加
費　
無
料（
定
員
40
人
）

問
頼
久
寺
☎
22
‐
３
５
１
６

第
26
回
遠
州
茶
会

日
時　
11
月
６
日（
日
）

遠
州
公
顕
彰
法
要
・
茶
筅
供
養 

午
前

９
時
～

お
茶
会   

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
半

（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　
頼
久
寺

席
主　
遠
州
流
茶
道
岡
山
支
部
・
表
千

家
流
平
松
宗
美
社
中

参
加
費　
お
茶
券
２
０
０
０
円

問
頼
久
寺
☎
22
‐
３
５
１
６

問
高
梁
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

平ひ
ら

松ま
つ

冨ふ

佐さ

恵え

さ
ん
☎
０
８
０
‐
２
８
８
７
‐

１
０
３
６

市長室
から
市長室
から

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

28Ｒ4 (2022) 10 月



お知らせ

休日当番医（11月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　また、受診の際はマスクを着用してください。

10 月の納期限　10 月 31 日（月）
○市民税・県民税（普通徴収・第３期）　○国民健康保険税（以下全
て普通徴収・第４期）　○介護保険料　○後期高齢者医療保険料

次回の納期限　11 月 30 日（水）
○国民健康保険税（以下全て普通徴収・第５期）　○介護保
険料　○後期高齢者医療保険料

※口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関などで手
続きをお願いします。11 月納期限の口座振替の手続きは
10 月 20 日（木）までにお申し込みください。
問税務課☎ 21-0215

税金の納期限（口座振替日）

職　種 所在地 賃 金 月 額
営業兼顧客サ
ポート 栄町 210,000 円～ 265,000 円

建設補佐技術者 横町 200,000 円～ 350,000 円

林業全般 川面町 170,000 円～ 240,000 円
ラフタークレーンオペ
レーター・重機回送 成羽町 202,000 円～ 303,000 円

大工 成羽町 日給 8,000 円～ 13,000 円

一般事務 成羽町 170,000 円～ 180,000 円
農産物栽培管理
技術員 川上町 177,000 円～ 200,000 円

製造作業者（パート）川面町 時給 892 円～ 915 円
給油所スタッフ

（パート） 中原町 時給 900 円～ 1,100 円

プレス作業等
（パート） 松山 時給 1,200 円

求人情報求人情報

３日（木） 成羽病院（成羽町下原）☎ 42-3111

６日（日） 高梁中央病院（南町） ☎ 22-3636

13 日（日）高梁整形外科医院（本町）☎ 22-1531

20 日（日）まつうらクリニック
（成羽町下原） ☎ 42-2315

23 日（水）川上診療所（川上町地頭）☎ 48-4188

27 日（日）藤本診療所（松原通） ☎ 22-3760

キ吉

備

国

際

大

学

ャ
ン
パ
ス
だ
よ
り

　

54
回
目
と
な
る
「
伊
賀
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

場
所　
吉
備
国
際
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス（
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
学
園
第
２

体
育
館
）

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
し
つ
つ
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
も

オ
ー
プ
ン
し
て
、
皆
さ
ま
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
学
園
祭
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
俳
優
の
佐さ

野の

勇は
や

斗と

さ
ん
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
催

し
を
準
備
し
、
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
吉
備
国
際
大
学
学

生
課
☎
22
‐
７
４
２
０

伊
賀
祭
２
０
２
２ 

伊
賀
祭
の
果
て
ま
で
行
っ
て
Ｋ
Ｉ
Ｕ
！

※�詳しくはハローワークインター
ネットサービスをご覧ください。
問ハローワーク高梁☎ 22-2291

　　　　　　　　　　  

公式ソーシャルメディア
市のイベントや情報などをお知らせします！

問秘書企画課☎ 21-0210

伊賀祭
ウェブサイト

職業訓練・職業相談会 in ゆめタウン高梁店
日時　11 月 15 日（火）、12 月 13 日（火）
場所　ゆめタウン高梁店 ゆめ広場横スペース
内容　�職業訓練コースなどの説明、簡易職業

相談
※参加費は無料で、予約は不要です。

雇用保険適用に関する事業所向け窓口は午後４時まで
　事業主による雇用保険適用に関する相談や
申請は、午前８時 30 分～午後４時の間に受け
付けています。
　なお、電子申請であれば、24 時間 365 日い
つでも申請が可能です。ぜひご利用ください。

高梁市の市外局番は「0866」です29 Ｒ4 (2022) 10 月



成羽病院通信成羽病院通信 問問成羽病院 成羽病院 ☎ 42☎ 42--31113111105

�
に
お
け
る
Ｉア

イ

Ｃシ
ー

Ｔテ
ィ
ー（

情
報
通
信
技

術
）の
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
労
働
環
境
改
善
に
は
こ
れ

か
も
し
れ
な
い
！

こ
の
体
験
を

伝
え
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
応
募
さ

　
初
め
ま
し
て
。
９
月
１
日

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
、
宮
﨑
知

也
で
す
。

　
私
は
大
学
を
卒
業
し
、
介

護
現
場
で
５
年
働
く
中
で
、

介
護
な
ど
の
労
働
環
境
改
善

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
活
動
テ
ー
マ
は
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
・
介
護
現
場
の
労

働
環
境
改
善
」
と
「
地
域
福
祉
活
動
の
活

性
化
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
通
し

て
医
療
・
介
護
の
現
場
が
働
き
や
す
い
環

境
に
な
り
、
現
在
医
療
・
介
護
現
場
で
働

く
人
が「
仕
事
が
楽
し
い
」と
思
え
た
り
、

今
は
別
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
で
「
私
も

医
療
や
介
護
の
現
場
で
働
い
て
み
た
い
」

と
思
え
る
人
が
増
え
た
り
す
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
縁
あ
っ
て
成
羽
町
に
家
を
建
て
る
こ
と

と
な
り
、
妻
と
生
後
10
カ
月
の
か
わ
い
さ

満
点
の
娘
と
３
人
で
高
梁
市
民
に
な
り
ま

し
た
。
自
然
豊
か
な
山
々
の
美
し
い
景
観

と
生
活
の
し
や
す
さ
が
両
立
で
き
る
環
境

で
生
活
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
た
ち
に

と
っ
て
、
高
梁
の
町
並
み

を
知
っ
た
と
き
は
理
想
の

場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
足
を
運
ん
で
み
る

と
、
人
の
温
か
さ
や
笑
顔

溢
れ
る
明
る
い
町
に
心
を

惹
か
れ
、
私
た
ち
は
「
こ

の
場
所
で
一
生
を
過
ご
し
た
い
」と
思
い
、

移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
私
の
今
の
1
番
の
趣
味
は
珈コ
ー

琲ヒ
ー

で
、
自

家
焙ば
い

煎せ
ん

を
し
た
り
、
豆
ご
と
に
ハ
ン
ド
ド

リ
ッ
プ
の
方
法
を
変
え
た
り
し
て
珈
琲
沼ぬ
ま

に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
医
療
・
介

護
で
関
わ
る
方
々
と
珈
琲
を
通
じ
て
仕
事

や
色
々
な
話
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
作
れ
た
ら
な
ぁ
な
ん
て

思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
高
梁

を
よ
り
元
気
に
、
そ
し
て
医
療
・
介
護
現

場
で
働
く
方
々
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る

よ
う
に
精
進
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

コーヒーと白シャツと私コーヒーと白シャツと私

宮
みや

﨑
ざき

 知
かず

也
や

  隊員

地
域
連
携
室

地
域
連
携
室

　

皆
さ
ん
は
、
当
院
に
「
地
域
連
携
室
」
と
い
う
部
署
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

　

皆
さ
ん
は
、
当
院
に
「
地
域
連
携
室
」
と
い
う
部
署
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

知
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
連
携
室
は
、
今
あ
る
社
会
資
源
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構

　

地
域
連
携
室
は
、
今
あ
る
社
会
資
源
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構

築
と
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
治
療
に
関
す
る

築
と
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
治
療
に
関
す
る

こ
と
か
ら
各
種
制
度
の
説
明
ま
で
幅
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
外
来
お
よ
び

こ
と
か
ら
各
種
制
度
の
説
明
ま
で
幅
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
外
来
お
よ
び

入
院
患
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
看
護
師
１
人
と
社
会

入
院
患
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
看
護
師
１
人
と
社
会

福
祉
士
１
人
の
２
人
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
士
１
人
の
２
人
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
退
院
し
た
後
、
家
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
」、「
退
院
後
に
デ
イ
サ
ー
ビ

　
「
退
院
し
た
後
、
家
で
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
」、「
退
院
後
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
い
」、「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」、「
入
所

ス
を
利
用
し
た
い
」、「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」、「
入
所

施
設
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」

施
設
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」

　

こ
れ
ら
は
、
地
域
連
携
室
で
相
談
を
受
け
て
い
る
一
例
で
す
。
ど
ん
な
相

　

こ
れ
ら
は
、
地
域
連
携
室
で
相
談
を
受
け
て
い
る
一
例
で
す
。
ど
ん
な
相

談
事
で
も
結
構
で
す
。
患
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

談
事
で
も
結
構
で
す
。
患
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気

活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

地
域
連
携
室
の
業
務
内
容

地
域
連
携
室
の
業
務
内
容

○
入
院
、
退
院
の
患
者
支
援　
　
　
　

○
入
院
、
退
院
の
患
者
支
援　
　
　
　

○
医
療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
の
相
談

○
医
療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
の
相
談

○
他
医
療
機
関
か
ら
の
転
院
支
援　
　

○
他
医
療
機
関
か
ら
の
転
院
支
援　
　

○
院
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催

○
院
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催

○
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
受
け
入
れ
調
整

○
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
受
け
入
れ
調
整

○○��

地
域
の
医
療
機
関
、
施
設
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

地
域
の
医
療
機
関
、
施
設
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
と
の
連
携

シ
ョ
ン
な
ど
と
の
連
携

○
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
の
調
整　
　

○
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
の
調
整　
　

○
外
来
・
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携

○
外
来
・
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携

○○��

「
連
携
通
信
な
り
わ
」（
年

「
連
携
通
信
な
り
わ
」（
年
1212
回
）、「
成
羽
病
院
だ
よ
り
」（
年
４
回
）

回
）、「
成
羽
病
院
だ
よ
り
」（
年
４
回
）

の
発
行　
な
ど

の
発
行　
な
ど

地
域
連
携
室
　
倉く
ら

橋は
し

重し
げ

昭あ
き 

社
会
福
祉
士

30Ｒ4 (2022) 10 月



健康づくり健康づくり応援応援通信通信  ��

「ジャパンレッド」発祥の地－「ジャパンレッド」発祥の地－弁弁
べんがらべんがら

柄柄とと銅銅
あかがねあかがね

の町・備中吹屋－の町・備中吹屋－  ��

問問高梁市日本遺産推進協議会事務局（日本遺産・歴まち推進室）☎ 21-0257高梁市日本遺産推進協議会事務局（日本遺産・歴まち推進室）☎ 21-0257

　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリーを　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリーを
構成する文化財を紹介します。構成する文化財を紹介します。

石石
せきせき

州州
しゅうしゅう

瓦瓦
かわらかわら

製作道具製作道具    未指定有形民俗未指定有形民俗

　　　　　　　吹屋の町並みに葺かれた赤褐色の瓦は、江戸時代後　　　　　　　吹屋の町並みに葺かれた赤褐色の瓦は、江戸時代後

期に期に石石
いわみのくにいわみのくに

見国見国江江
ごう つご う つ

津津村（現在の島根県江津市）から来住した瓦師によって村（現在の島根県江津市）から来住した瓦師によって

焼成されました。瓦に適した良質な土と、燃料となる松材の産地を焼成されました。瓦に適した良質な土と、燃料となる松材の産地を

確保した瓦師は、弁柄生産などで財を成した吹屋の商家などから注確保した瓦師は、弁柄生産などで財を成した吹屋の商家などから注

文を受けると、その地に文を受けると、その地に窯窯
かまかま

を築き、石見の伝統技術を駆使して赤褐を築き、石見の伝統技術を駆使して赤褐

色の色の釉釉
ゆうゆう

薬薬
やくやく

瓦を焼成しました。この釉薬瓦で葺かれた屋根は、当地で瓦を焼成しました。この釉薬瓦で葺かれた屋根は、当地で

のステータス（社会的地位）を意味したと考えられ、競うかのようにのステータス（社会的地位）を意味したと考えられ、競うかのように

赤褐色の瓦は普及し、美しい統一的な色彩の町並みが形成されまし赤褐色の瓦は普及し、美しい統一的な色彩の町並みが形成されまし

た。主に塩田村（現在の高梁市宇治町塩田）周辺に窯が築かれたたた。主に塩田村（現在の高梁市宇治町塩田）周辺に窯が築かれたた

め、地元では「塩田瓦」と呼ばれています。この道具類め、地元では「塩田瓦」と呼ばれています。この道具類

は、地元の有志により収集・保存された貴重な民俗資料は、地元の有志により収集・保存された貴重な民俗資料

です。です。

赤褐色の瓦で赤褐色の瓦で葺葺
ふふ

かれた吹屋の町並みかれた吹屋の町並み

石州瓦製作道具（一部）石州瓦製作道具（一部）

乳がん・子宮頸がん検診を受診しましょう

　乳がんと子
し
宮
きゅう
頸
けい
がんは早期発見・治療することで治る病気で

す。特に子宮頸がんは検診とワクチンで早期発見・予防が期待で
きます。乳がんは 40歳になったら、子宮頸がんは 20歳になっ
たら毎年検診を受けて、早期発見に努めましょう。
　今年度の集団検診の日程および医療機関での検診については、
「令和４年度けんこうガイドブック」を参照し、ご自身に合った
方法で受診してください。

※�乳がんの 60％は、セルフチェックで発見
されています

毎月 1 回、乳がんのセルフチェック

視
み

てチェック

触ってチェック

　
腕
を
高
く
上
げ
た
状
態
と
、

手
を
腰
に
当
て
た
状
態
で
、
ひ

き
つ
れ
、
く
ぼ
み
、
乳
輪
の
変

化
、
乳
首
の
へ
こ
み
、
湿
疹
な

ど
が
な
い
か
を
確
認
し
ま
す
。

① 

指
を
揃
え
、
指
と
肋
骨
で
乳

房
を
挟
む
よ
う
に
触
れ
、「
の
」

の
字
を
描
く
よ
う
に
動
か
し
、

し
こ
り
や
硬
い
部
分
が
な
い
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

② 

乳
房
や
乳
首
を
し
ぼ

る
よ
う
に
し
て
、
乳
首

か
ら
分
泌
物
が
出
な
い

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

乳がん
　乳腺にできる、女性に一番多
いがんです。40 ～ 50 歳代を
ピークに発症や死亡が増加して
おり、日本人女性の約９人に１
人が生涯で乳がんにかかる危険
があります。早い初経年齢や遅
い閉経年齢などが、乳がんを発
症する危険を高める原因として
知られています。

子宮頸がん
　子宮の入り口にできるがん
で、女性なら誰でもかかる可能
性のある病気です。20～ 30歳
代の女性では乳がんに次いで多
く、近年は 39 歳以下の女性の
発病や死亡が増えています。発
症にはヒトパピローマウイルス
（HPV）の感染が関連していま
す。
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文化のひろば

各施設の展示一覧各施設の展示一覧　　※開館日や開館時間が変わる可能性があります。
施設 内容 開館時間 入館料

高梁市歴史美術館
☎ 21--0180　火曜日休館

もののふの系譜～高梁を治め
た武士～（～ 11 月 28 日（月））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時 30 分
まで）

一般…500 円
高校・大学生・65 歳以上…300 円

小・中学生…無料
高梁市成羽美術館
☎ 42--4455　月曜日休館
※月曜日が祝日の場合は ※月曜日が祝日の場合は 
翌日休館翌日休館

野野
の だ ま さ あ きの だ ま さ あ き

田正明田正明 50年の軌跡 ニューヨー 50年の軌跡 ニューヨー
クから世界へ／クから世界へ／流流

な が れ ま に かな が れ ま に か

麻二果麻二果 その光 その光
に色を見る Spectrum of Vivid に色を見る Spectrum of Vivid 
MomentsMoments（～ 12 月 18 日（日））

午前９時 30 分～午後５時
（入館は午後４時 30 分
まで）

一般・65 歳以上…1000 円
学生（小・中・高校・

大学生）…500 円

吉備川上ふれあい漫画美術館
☎ 48--3664　金曜日休館

秋の特別展「松
まつ

本
もと

ひで吉
きち

展」（～
12 月 19 日（月））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時 30 分
まで）

一般…500 円
高校・大学生…400 円

小・中学生…300 円
常設のみの施設：山田方谷記念館☎ 22-1479 ／景年記念館☎ 21-1516（社会教育課）
入館無料の対象：�市内在住の小・中学生（学校休業日に利用する場合）／障害者手帳を持つ人と介助者１人／市内在

住の 65歳以上（歴史美術館と成羽美術館は対象外）

吉備川上ふれあい漫画美術館 

高梁市歴史美術館

　　現在開催中の企画展「もののふの系譜～高梁を治めた現在開催中の企画展「もののふの系譜～高梁を治めた
武士～」では、10月 19日（水）から一部展示替えを行い武士～」では、10月 19日（水）から一部展示替えを行い、、
「「赤赤

あかくろかたみがわりしろいとおどしにまいどうぐそくあかくろかたみがわりしろいとおどしにまいどうぐそく
黒片身替白糸威二枚胴具足黒片身替白糸威二枚胴具足」など９点を新たに展示し」など９点を新たに展示し

ます。どうぞお見逃しなく！ます。どうぞお見逃しなく！

秋の特別展「松本ひで吉展」
期間期間　12月 19日（月）まで　12月 19日（月）まで

高梁市歴史美術館開館25周年企画展

もののふの系譜～高梁を治めた武士～

　　吉備川上ふれあい漫画美術館では、「犬と猫どっちも飼っ吉備川上ふれあい漫画美術館では、「犬と猫どっちも飼っ
てると毎日たのしい」で人気の漫画家 てると毎日たのしい」で人気の漫画家 松松

まつまつ
本本
もともと
ひでひで吉吉

きちきち
さんの展さんの展

覧会を開催しています。覧会を開催しています。
　松本さんのふるさと岡山での初個展となる今回は、アナ　松本さんのふるさと岡山での初個展となる今回は、アナ
ログ作画時代の原画や会場でしか見ることのできない貴重ログ作画時代の原画や会場でしか見ることのできない貴重
なネーム原稿、さらには最新作のデジタル原画など約 50なネーム原稿、さらには最新作のデジタル原画など約 50
点を一堂に紹介しています。いきもの愛に溢れる松本ひで点を一堂に紹介しています。いきもの愛に溢れる松本ひで
吉ワールドをお楽しみください！吉ワールドをお楽しみください！

松本ひで吉 プロフィール松本ひで吉 プロフィール
　岡山県出身。平成 20（2008）年に　岡山県出身。平成 20（2008）年に「ほんとにあった ! 「ほんとにあった ! 
霊霊
れいれい

媒媒
ばいばい

先生」でデビュー。近年では、飼っているペットの先生」でデビュー。近年では、飼っているペットの
実体験をもとにして、自身のツイッターに掲載したエッ実体験をもとにして、自身のツイッターに掲載したエッ
セイコミック「犬と猫どっちも飼ってると毎日たのしい」セイコミック「犬と猫どっちも飼ってると毎日たのしい」
が話題となり、令和２（2020）年にはアニメ化。現在はが話題となり、令和２（2020）年にはアニメ化。現在は
イブニング（講談社）で「いきものがたり」を連載中。イブニング（講談社）で「いきものがたり」を連載中。

  松本ひで吉さんが描き下ろし松本ひで吉さんが描き下ろし
た楽しいキャラクターのポスた楽しいキャラクターのポス
トカードを 1人につき 1枚進トカードを 1人につき 1枚進
呈しています。どんな絵柄か呈しています。どんな絵柄か
はお楽しみ！はお楽しみ！

来場者の皆さんへプレゼント来場者の皆さんへプレゼント
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図書館だより

今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）ヨモカ（移動図書館車） 11 月運行日

第１・３火曜日
（１日・15日）

川面地域市民センター 10:40 ～ 11:25
西山郵便局横 14:15 ～ 14:45
コミュニティハウス湯野荘 15:15 ～ 15:45

第１・３水曜日
（２日・16日）

津川地域市民センター 13:４０ ～ 1４:１0
落合地域市民センター 1５:３0 ～ 16:１５

第３木曜日
（17日）

松原地域市民センター 1１:4５ ～ 1２:3０
宇治地域市民センター 14:３0 ～ 15:１５

第１・３金曜日
（４日・18日） 吹屋連絡所 14:３0 ～ 15:１５

第2・４火曜日
（８日・22日）

玉川地域市民センター 10:00 ～ 1０:４５
ゆめタウン高梁 13:5０ ～ 14：20

第２水曜日
（９日）

川上ふるさとプラザ 1３:４5 ～ 1４:30
日名神楽公園 15:45 ～ 1６:15

第２・４木曜日
（10日・24日）巨瀬地域市民センター 10:００ ～ 1０:４５

第２・４金曜日
（11日・25日）

高倉地域市民センター 1２:３0 ～ 1３:０0
中井地域市民センター 1３:３０ ～ 1４:０0

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

高梁市成羽美術館×高梁市図書館
自由参加・参加費無料10 月１日（土）～

12 月 31 日（土）期間中終日 2 階展示スペース

キッズＢＯＯＫタイム
自由参加（定員 15 人）・参加費無料10 月 16 日（日）・23 日（日）・30 日（日）

午後２時～２時 30 分
４階キッズライブ
ラリー

高梁パンマルシェ
自由参加・売り切れ次第終了10月22日（土）・23日（日）・29日（土）・

30 日（日）　午前 11 時～午後２時 ２階三の丸テラス

ボードゲームであそぼう 講師：水
みず

川
かわ

規
のり

章
あき

さん
自由参加（定員 15 人程度）・参加費無料10月22日（土）午 後１時 30 分 ～３時

30 分 ２階待合スペース

家事家計講習会　家計簿のある暮らしを 講師：図書館職員
申し込みが必要（定員各会 10 人）・参加費無料10 月 23 日（日）①午前 10 時 30 分～ 11 時

30 分　②午後１時～２時 ２階待合スペース

誰でも簡単自分史づくり
申し込みが必要（定員 15 人）・参加費無料

10月24日（月）午前 10 時～ 11 時 30 分 ４階多目的室
ベビーＢＯＯＫタイム

自由参加（定員 15 人）・参加費無料
10 月 25 日（火）午前 11 時～ 11 時 30 分 ４階読み聞かせス

ペース
図書館のお仕事を体験しよう！ 講師：図書館スタッフ

対象：①小学１～３年生　②小学４～６年生（いず
れも市内在住者のみ）
申し込みが必要（定員各会６人）・参加費無料

10月30日（日）①午前 10 時～正午
②午後２時～４時

４階キッズライブ
ラリー

図書館でトリックオアトリート！
自由参加（定員各日 30 人）・参加費無料

10 月 30 日（日）・31 日（月）　終日 ４階キッズライブラリー
おはなしたまてばこ　おはなし会

自由参加（定員 30 人程度）・参加費無料
11 月 12 日（土）午後２時～２時 30 分 ４階多目的室
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イベント情報イベント情報
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（五十音順）

10 月に誕生日を迎える
子どもたちです

４４
さいさい

川
かわかみ

上 咲
さ く た

大ちゃん
（成羽町上日名）

１１
さいさい

倉
く ら の

野 新
わ か な

菜ちゃん
（落合町阿部）

３３
さいさい

小
こばやし

林 怜
れ の

乃ちゃん
（浜町）

５５
さいさい

多
た が

賀 陵
りょうが

峨ちゃん
（成羽町星原）

６６
さいさい

川
かわかみ

上 晃
こ う き

生ちゃん
（高倉町大瀬八長）

３３
さいさい

小
こばやし

林 久
く お ん

恩ちゃん
（玉川町玉）

６６
さいさい

大
おおつか

塚 文
ふ み や

也ちゃん
（下谷町）

３３
さいさい

伊
い だ

田 光
み つ き

希ちゃん
（巨瀬町）

２２
さいさい

小
お だ

田 悠
ゆ う り

浬ちゃん
（南町）

６６
さいさい

竹
たけがみ

上 望
の あ

愛ちゃん
（成羽町成羽）

１１
さいさい

小
こばやし

林 千
さ く ら

桜ちゃん
（本町）

６６
さいさい

齋
さいとう

藤 誠
ま こ と

斗ちゃん
（落合町阿部）

１１
さいさい

嶋
し ま だ

田 陽
ひ な

凪ちゃん
（落合町阿部）

６６
さいさい

丹
た ん げ

下 茉
ま

穂
ほ

ちゃん
（落合町阿部）

６６
さいさい

縄
な わ て

手 椋
りょうた

汰ちゃん
（栄町）

１１
さいさい

難
な ん ば

波 力
りき

ちゃん
（落合町阿部）

６６
さいさい

土
ど ば し

橋 結
ゆ い と

永ちゃん
（伊賀町）

３３
さいさい

仲
な か ま

間 結
ゆ い と

斗ちゃん
（落合町阿部）

１１
さいさい

林
はやし

 煌
こ う が

力ちゃん
（落合町阿部）

５５
さいさい

真
ま の

野 陽
ひ な た

向ちゃん
（玉川町玉）

６６
さいさい

三
み む ら

村 秋
あ き と

斗ちゃん
（落合町阿部）

３３
さいさい

樋
ひ ぐ ち

口 優
ゆ ら

空ちゃん
（落合町阿部）

１１
さいさい

ホワイト 緒
い お り

李ちゃん
（玉川町玉）
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長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます

手
しゅわ

話をやってみよう
市公式チャンネル市公式チャンネル

　老人の日（9月15日）に合わせて、市内の
男女最高齢者を訪問し、長寿を祝いました。

前前
まえまえ

原原
はらはら

  則則
のりのり

夫夫
おお

さんさん

（103歳・備中町平川）（103歳・備中町平川）

送ってください　締め切り…10月25日（火）
　11月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子
さんの写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブサイ
トなどで公開します。お子さんの氏名（ふりがな）、性
別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名、電話番号
を明記して送付してください。市ウェブサイトでも応
募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもの
で、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふりが
な）・年齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記して投稿
してください。なお、紙面の都合上、掲載できない場
合があります。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕
    広報たかはし「市民のページ」係
　 ☎２１-0210　　
　　  koho@city.takahashi.lg.jp

市ウェブサイト市ウェブサイトおしゃべりが 生き甲斐めかして 診療所

川
柳
・
絵
　
鈴す

ず
村む

ら
繁し

げ
實み

さ
ん（
川
上
町
地
頭
）

「読
どく

書
しょ

（本
ほん

を読
よ

む）」

仲仲
なかなか

田田
だだ

  佐佐
ささ

子子
ここ

さんさん

（108歳・落合町阿部）（108歳・落合町阿部）

南南
みなみみなみ

  貞貞
さださだ

子子
ここ

さんさん

（落合町阿部）（落合町阿部）

　また、100 歳（大正 11 年生まれ）の誕
生日を迎えられた方へ記念品や花束をお
贈りし、長寿を祝いました。

　市内で100 歳以上の人は 9月 30日現
在、59人（男性10人、女性49人 )です。。

１１
さいさい

森
もりさき

 新
あらた

ちゃん
（中之町）

６６
さいさい

毛
も う り

利 美
み は る

陽ちゃん
（津川町今津）

４４
さいさい

矢
や ぶ き

吹 誓
せ い た

大ちゃん
（鉄砲町）

福祉課 柳
やな

井
い

美
み

里
さと

主事　

「本
ほん

」本
ほん

を開
ひら

く様
よう

子
す

「読
よ

む」
開
ひら

いた本
ほん

をなぞるように
２本

ほん

の指
ゆび

を前
ぜん

後
ご

に動
うご

かす

両
りょうて

手の平
ひら

を上
うえ

へ向
む

ける

目
め

で読
よ

む様
よう

子
す

きき
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今
月
号
の
特
集
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
！ 

少
子
高
齢
化
や
医
療
従
事
者
の

不
足
な
ど
課
題
は
多
い
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
笑
顔
や
熱
意
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
高
梁
市
医
療
計
画

の
最
終
地
が
今
と
変
わ
ら
ず
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
高
梁
市
で

私
も
年
を
重
ね
て
い
き
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
健
康
第

一
！ 

ま
ず
は
減
酒
か
ら
…�

（
髙
橋
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口  ２７，８６９ － 61

男 性  １３，５６３ － 32

女 性  １４，３０６ － 29

世帯数  １３，８２２ － 34
( 令和４年９月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

人　口 高梁いんふぉ

式　　典
時間　午前９時 30分～ 10時 30分（受付は午前９時から）
内容　�山川ボランティア顕彰表彰、小河原障害福祉顕彰表彰、
　　　高梁市長表彰、社会福祉協議会会長表彰など

記念講演 日本生命 乳がんセミナー
『やるしかない！～乳がんになっても前を向いて～』
時間　午前 10時 45分～正午
講師　矢

やかた
方 美

み き
紀さん（タレント・ラジオ司会・声優、元 SKE48 メンバー）

バザー� （カレーライス・焼きそば、お弁当、
　　　　　焼き菓子、野菜、木工品、手芸品など）
時間　午前 11時～午後１時 30分

健康づくり・福祉に関するポスター展示
時間　午前９時～午後１時 30分

保健福祉作品展示 （書道、手芸、ちぎり絵など）

期間　11月12日（土）～18日（金）（15日（火）は休館）

11 月12日（土） 午前９時 30 分～

「心のつながりを大切に、支えあい助けあう　健幸都市たかはし」

令和４年度 
高梁市健康福祉のつどい

　つどいの部　会場：高梁総合文化会館・高梁市文化交流館など

　大会の部　会場：高梁総合文化会館

※内容などについて詳しくはお問い合わせください。　           問健康づくり課 ☎ 21-0267

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

広
報
た
か
は
し
10
月
号
（
通
巻
216
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
企
画
課

こ
の

広
報

紙
は

、
環

境
に

優
し

い
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

声の広報声の広報

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866-21-0210
■

 ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
https://www.city.takahashi.lg.jp/
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